
市
議
会
だ
よ
り

No.49

9月
定

例
会

 9月
1日

~
27日久

手
幼

稚
園

久
手

幼
稚

園

温
泉

津
地

区
町

民
運

動
会

温
泉

津
地

区
町

民
運

動
会

気
持
ち
い
い
よ
〜

気
持
ち
い
い
よ
〜

秋
の
運
動
会
　
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
！

●
 産

業
振

興
策

を
中

心
に

  補
正

予
算

 …
 P

2
●

 業
務

の
効

率
化

、障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

    向
上

等
を

求
め

て
8人

が
市

政
を

問
う

 …
 P

8
●

 議
会

報
告

会
 

    ご
意

見
ご

要
望

に
対

す
る

回
答

 …
 …

…
P

15

編
集

・
発

行
 

〒694-0064  島
根

県
大

田
市

大
田

町
大

田
ロ

1111　
TEL:0854 ‒82 ‒1600  FAX:0854 ‒82 ‒9927

大
田

市
議

会
 

http://w
w

w
.city.ohda.lg.jp/  E

-m
ail:o-gikaijim

u＠
iw

am
igin.jp

お
お
だ

お
お
だ

お
お
だ

お
お
だ

2017（
平
成
29）年

10月
19日

発
行



2017.10.19 （2）おおだ市議会だより2017.10.19（3） おおだ市議会だより

平成29年度補正予算案など
原案どおり可決
平成29年度補正予算案など
原案どおり可決

9月
定例市議会

平成29年9月1日（金）～9月27日（水）

産 業 振 興 施 策 を 中 心 に産 業 振 興 施 策 を 中 心 に産 業 振 興 施 策 を 中 心 に産 業 振 興 施 策 を 中 心 に

　9月定例議会は一般会計、特別会計の平成29年度補正予算のほか、
条例の一部改正、議員提出案件について、慎重に審議した結果、全議案
とも原案どおり可決しました。

主 な 補 正 内 容

本年７月の豪雨災害による被災箇所の復旧
測量設計 5箇所
復旧工事 16箇所

現年土木災害復旧事業
2,677万円

久手なかよしキッズクラブが実施する
施設整備について整備手法を改修から
新築に変更

放課後児童健全育成施設整備事業
1,022万円

水産業競争力強化漁船導入促進事業費
補助金 599万円

広域水産業再生委員会から、中核的漁業者とし
て認定された漁業者が、リース業者から中古漁
船または新造漁船をリースする場合、リース業
者が行う漁船取得、改修経費の一部を補助し、
中核的漁業者の負担軽減を図るもの

大田市企業立地奨励金
2,327万円

大田市企業立地奨励条例に基づき認定し
た石見日東株式会社への助成金の交付
設備投資助成額 2,127万円
雇用助成額（10名増） 200万円

議
員
提
出
議
案

【
２
件
と
も
原
案
可
決
】

▼
竹
腰
創
一
市
長
の
退
任
に
伴
う

感
謝
決
議

▼
地
方
の
道
路
整
備
（
社
会
資
本

整
備
）
促
進
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

【
不
採
択
】　
　
　
　
　
　
　
　

北
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
的
緊

張
の
高
ま
り
を
平
和
的
に
解
決
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出

（
請
願
者
）安
保
関
連
法（
戦
争
法
）

の
廃
止
を
求
め
る
し
ま
ね
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
　
代
表
　
井

上
寛
司

（
理
由
）国
に
提
出
す
る
に
は
時
期

と
し
て
問
題
が
あ
る
。ま
た
地
方

議
会
が
扱
う
案
件
と
し
て
馴
染
ま

な
い
。

【
継
続
審
査
】　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

調
印
を
求
め
る
意
見
書
提
出

（
陳
情
者
）新
日
本
婦
人
の
会
大
田

支
部
　
支
部
長
　
清
水
信
江老人福祉推進事業（仁摩老人福祉センターびしゃもん浴場の

レジオネラ属菌が法定基準値を超えたため、利用者の安全確保を
するために浴場全設備の洗浄等必要対策費）

そ の 他 の 補 正 補正額

157万円

大田市不燃物処分場対策費（大田市不燃物処分場整備事業
の前処理施設・管理棟建設工事におけるインフレスライド額に係る
紛争事件の和解による和解金6,748万円・弁護士報酬540万円）

7,288万円

肉用牛振興対策事業
（第11回全国和牛能力共進会出品、和牛生産受精卵移植支援事業） 234万円

庁舎施設修繕費（老朽化した市議会本会議場の照明設備
の改修　蛍光灯152灯撤去　LED照明94灯新規取付） 450万円

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願・陳
情

【
異
議
な
し
】　
　
　
　
　
　
　

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
北
畠
規
正
氏

（
温
泉
津
町
）お
よ
び
片
山
秀
美
氏

（
久
手
町
）の
任
期
が
本
年
12
月
31

日
満
了
の
た
め
、同
氏
を
再
任
す
る

こ
と
。同
じ
く
現
委
員
で
あ
る
小

川
博
睦
氏（
仁
摩
町
）の
任
期
が
12

月
31
日
満
了
の
た
め
、後
任
と
し
て

水
上
恒
子
氏（
仁
摩
町
）を
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、意
見
を
求
め
た

も
の
で
す
。任
期
は
３
年
で
す
。

人
事
案
件

イメージ写真
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
審
査
を
行
っ
た
。
市

税
他
の
収
入
状
況
、
事
業
の
執
行
状
況
、

主
要
施
策
の
成
果
、
提
出
資
料
の
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
主
な
質
疑
、

意
見
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
。

◎
歳
入

①
法
人
市
民
税

　

  

均
等
割
の
部
分
、
法
人
数
が
13
減
少
し

た
が
、
税
収
は
２
５
０
万
円
近
く
増
え
て
い

る
が
な
ぜ
か
。　

　  

農
協
の
合
併
に
よ
り
島
根
県
農
業
協
同

組
合
と
な
り
、法
人
の
区
分
が
変
わ
り
大
規
模

法
人
と
な
っ
た
の
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

②
固
定
資
産
税

　  

固
定
資
産
税
が
増
え
て
い
る
。
平
成
28

年
の
新
築
は
何
件
か
。

　  

大
田
町
37
件
、
久
手
町
23
件
、
長
久
町

21
件
と
多
く
、全
体
で
は
１
３
５
件
で
あ
る
。

◎
歳
出

①
ど
が
な
か
な
大
田
ふ
る
さ
と
寄
付
金
促

進
事
業

　  

寄
付
者
へ
の
返
礼
品
に
つ
い
て
、
寄
付

金
に
対
し
て
の
割
合
の
推
移
は
ど
う
か
。

　  

返
礼
品
は
、
平
成
26
年
ま
で
は
１
万
円

の
寄
付
に
対
し
３
０
０
０
円
だ
っ
た
が
、
平

成
27
年
か
ら
５
０
０
０
円
に
増
や
し
た
。
し

か
し
、
総
務
大
臣
の
通
達
に
よ
り
、
平
成
29

年
９
月
か
ら
３
割
以
下
の
返
礼
に
変
更
し

た
。
１
万
円
の
寄
付
に
対
し
、
税
別
２
５
０

０
円
の
商
品
40
品
を
用
意
し
て
い
る
。

　②
地
域
交
通
対
策
事
業

　  

地
方
交
通
対
策
、
バ
ス
路
線
委
託
料
及

び
補
助
金
は
、一
般
財
源
か
ら
１
億
円
を
拠

出
し
て
い
る
。
効
果
的
な
見
直
し
が
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　  

公
共
交
通
の
見
直
し
は
本
年
度
か
ら
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
大
き
く
減
額
は
で

き
な
い
。
市
と
し
て
は
、
も
っ
と
利
用
促
進

を
図
り
拠
出
を
抑
え
た
い
。

　
一
方
、
国
か
ら
特
別
交
付
税
で
８
割
が

対
策
費
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
制
度
が
あ
る

間
に
検
討
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。

③
防
災
行
政
無
線
増
設
整
備
事
業

　  

防
災
行
政
無
線
の
追
加
要
望
が
出
て
い

る
が
、
平
成
28
年
度
の
10
局
で
終
わ
り
か
。

　  

平
成
29
年
度
に
も
10
局
増
設
し
て
い
る
。

聞
こ
え
に
く
か
っ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
30
Ｗ

か
ら
50
Ｗ
に
出
力
増
幅
工
事
を
行
っ
た
。

胡摩田弘孝 委員長

答 問答 問問

答答 問答 問

④
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

　  

内
容
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

　  

老
朽
化
し
た
も
の
は
除
い
て
、修
理
に
よ

っ
て
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
も
使
え
る
よ
う
に

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。修
繕
の
で
き
な
い

古
い
住
宅
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、他
の
住

宅
に
引
っ
越
す
こ
と
も
お
願
い
を
し
て
い
く
。

　主
な
指
摘
事
項

①
サ
ヒ
メ
ル
や
小
豆
原
埋
没
林
公
園
な
ど
の

県
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、キ
ャ
ン
プ
場

以
外
市
の
施
設
は
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
。も
っ

と
連
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
肉
用
牛
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
、全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
も
出
品
さ
れ
た
が
、も

っ
と
幅
広
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
島

根
で
は
大
田
だ
」と
い
わ
れ
る
よ
う
な
対
策

を
事
業
化
し
て
ほ
し
い
。

③
教
育
委
員
会
の
中
学
生
職
場
体
験
事
業

で
、大
田
市
内
１
３
１
事
業
所
が
受
け
入
れ

を
し
て
い
る
。こ
れ
は
大
変
な
地
域
の
力
で

あ
り
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。他
部
署

や
高
校
な
ど
と
も
連
携
し
て
ほ
し
い
。

④
学
力・教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で

は
、多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

学
力
調
査
の
結
果
か
ら
は
、勉
強
不
足
で
あ

る
。特
に
、家
庭
学
習
の
時
間
が
不
足
し
て
い

る
児
童・生
徒
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。希
望
者

の
み
で
な
く
、青
少
年
交
流
の
家
な
ど
宿
泊
施

設
も
利
用
し
、学
校
に
通
い
な
が
ら
家
庭
学
習

の
訓
練
を
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答問

　
平
成
28
年
度
大
田
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
、平
成
28
年
度
大

田
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
審

査
し
た
。そ
の
結
果
と
経
緯
、主
な
意
見
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

  

県
内
で
一
番
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
水

道
料
金
の
見
直
し
は
な
い
の
か
？

　
高
額
の
水
道
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
企
業

へ
の
対
応
策
や
、高
い
水
道
料
金
が
定
住
化

や
子
育
て
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

１
カ
月
の
平
均
使
用
料
金
は
月
20
ｔ
ベ

ー
ス
で
、月
額
４
９
１
４
円
と
な
り
県
内
８

市
で
は
最
高
額
と
な
る
。た
だ
し
、標
準
家
庭

の
月
額
の
使
用
料
は
約
16
t
前
後
で
、月
額

料
金
で
約
３
９
０
０
円
前
後
と
な
り
、８
市

の
中
で
は
２
番
目
と
な
る
。

　
定
住
対
策
、企
業
誘
致
、産
業
振
興
の
観

点
か
ら
、工
業
用
水
や
一
般
の
水
道
料
金
を

値
下
げ
す
る
方
策
と
し
て
、県
内
で
も
一
般

会
計
か
ら
補
て
ん
を
す
る
施
策
を
と
っ
て

い
る
市
も
あ
る
が
、当
市
で
は
、こ
れ
以
上
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い

な
い
。

　

  

一
昨
年
は
悪
臭
や
カ
ビ
臭
の
苦
情
が
あ

っ
た
が
、そ
の
後
の
対
応
や
現
状
に
つ
い
て
ど

う
か
。

　

  

原
因
物
質
吸
着
に
効
果
が
あ
る
活
性
炭

の
注
入
量
の
増
加
や
、水
質
管
理
体
制
の
強

化
、県
と

連
携
し
、

ダ
ム
貯
水

池
水
位
低

下
対
策
な

ど
を
実
施

す
る
こ
と

で
対
応
し

た
。　

  

水
道
料
金
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

　

  

新
た
な
滞
納
の
発
生
防
止
に
向
け
て
、

定
期
的
な
給
水
停
止
通
知
や
、未
納
者
へ
の

納
付
指
導
を
強
化
し
、納
付
意
識
の
向
上
に

努
め
る
。給
水
停
止
や
停
止
通
知
の
実
施
件

数
は
減
少
し
て
い
る
。

主
な
指
摘
事
項

①
な
お
一
層
の
経
営
努
力
に
よ
り
、少
し
で

も
水
道
料
金
を
安
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
老
朽
管
の
計
画
的
な
更
新
を
お
願
い
す

る
。◎

病
院
事
業
会
計

　
介
護
療
養
病
床
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
床
へ
の
完
全
転
換
に
よ
り
、地
域

包
括
ケ
ア
病
床
と
の
連
携
が
図
ら
れ
、よ
り

充
実
し
た
回
復
期
医
療
が
可
能
と
な
り
、収

河村　賢治 委員長

答 問

答 問答問

益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　
費
用
面
で
は
、後
発
医
薬
品
の
積
極
的
な

採
用
に
よ
り
、薬
品
費
の
縮
減
や
経
費
節
減

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、入
院
収
益
、外
来
収
益

と
も
増
加
。そ
の
他
の
医
業
収
益
に
お
い
て

も
、公
衆
衛
生
活
動
収
益
の
増
加
に
よ
り
、減

価
償
却
前
で
黒
字
決
算
と
な
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
た
。

　

  

延
べ
患
者
数
の
推
移
を
見
る
と
、外
科
、

皮
膚
科
が
減
少
し
、産
婦
人
科
、地
域
包
括

ケ
ア
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
で
は
増
加
し
て
い

る
が
、こ
の
要
因
は
何
か
。　
　
　
　
　
　

　

  

　

  

外
科
の
医
師
が
期
間
途
中
で
移
籍
し
た

こ
と
に
よ
る
。現
在
は
新
し
い
医
師
が
業
務

に
あ
た
り
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。地
域

包
括
ケ
ア
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
は
病
院
診
療

の
主
軸
で
あ
り
、今
後
も
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

  

若
い
職
員
の
育
成
、中
堅
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

今
後
の
病
院
運
営
に
は
中
堅
医
師
の
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
り
、関
係
機
関
や
県
と

も
連
携
し
な
が
ら
医
師
確
保
、若
手
職
員
の

育
成
を
図
り
た
い
。

主
な
指
摘
事
項

①
減
価
償
却
前
に
お
い
て
５
５
０
０
万
円
余

り
の
黒
字
に
な
っ
た
こ
と
は
、経
営
努
力
を

大
い
に
評
価
す
る
。

②
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、安
心
・
安
全

な
医
療
の
提
供
の
た
め
、医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
医
師
確
保
に
、さ
ら
に
鋭
意
努
力
を

願
う
。

答 問答 問

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会

◎委員長　○副委員長

◎河村　賢治　　○福田佳代子
　有光　孝次　　　塩谷　裕志
　月森　和弘　　　石田　洋治
　三浦　　靖　　　小川　和也
　森山　明弘　　

●公営企業会計決算審査
　特別委員会

◎委員長　○副委員長

◎胡摩田弘孝　　○清水　　勝
　石橋　秀利　　　木村　幸司
　大西　　修　　　小林　　太
　松村　信之　　　森山　幸太

平成28年度決算審査全会計決算認定する

▲三瓶ダムに設置してある噴水（水質保全設備）

　平成２８年度の決算（一般会計、特別会計、企業会計）については、
決算特別委員会を設置し審査を行い、全件認定しました。

一般会計
特別会計

232億2,336万円
135億3,778万円

237億　172万円
137億1,177万円

歳入決算額 歳出決算額水道事業会計 11億1,509万円 10億2,389万円 3億6,474万円 7億2,475万円
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

病院事業会計 42億4,080万円 43億9,033万円 7億9,553万円 9億1,785万円
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

一般会計及び特別会計歳入歳出決算一般会計及び特別会計歳入歳出決算公営企業会計決算公営企業会計決算

▶
防
災
行
政
無
線
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
審
査
を
行
っ
た
。
市

税
他
の
収
入
状
況
、
事
業
の
執
行
状
況
、

主
要
施
策
の
成
果
、
提
出
資
料
の
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
主
な
質
疑
、

意
見
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
。

◎
歳
入

①
法
人
市
民
税

　

  

均
等
割
の
部
分
、
法
人
数
が
13
減
少
し

た
が
、
税
収
は
２
５
０
万
円
近
く
増
え
て
い

る
が
な
ぜ
か
。　

　  

農
協
の
合
併
に
よ
り
島
根
県
農
業
協
同

組
合
と
な
り
、法
人
の
区
分
が
変
わ
り
大
規
模

法
人
と
な
っ
た
の
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

②
固
定
資
産
税

　  

固
定
資
産
税
が
増
え
て
い
る
。
平
成
28

年
の
新
築
は
何
件
か
。

　  

大
田
町
37
件
、
久
手
町
23
件
、
長
久
町

21
件
と
多
く
、全
体
で
は
１
３
５
件
で
あ
る
。

◎
歳
出

①
ど
が
な
か
な
大
田
ふ
る
さ
と
寄
付
金
促

進
事
業

　  

寄
付
者
へ
の
返
礼
品
に
つ
い
て
、
寄
付

金
に
対
し
て
の
割
合
の
推
移
は
ど
う
か
。

　  

返
礼
品
は
、
平
成
26
年
ま
で
は
１
万
円

の
寄
付
に
対
し
３
０
０
０
円
だ
っ
た
が
、
平

成
27
年
か
ら
５
０
０
０
円
に
増
や
し
た
。
し

か
し
、
総
務
大
臣
の
通
達
に
よ
り
、
平
成
29

年
９
月
か
ら
３
割
以
下
の
返
礼
に
変
更
し

た
。
１
万
円
の
寄
付
に
対
し
、
税
別
２
５
０

０
円
の
商
品
40
品
を
用
意
し
て
い
る
。

　②
地
域
交
通
対
策
事
業

　  

地
方
交
通
対
策
、
バ
ス
路
線
委
託
料
及

び
補
助
金
は
、一
般
財
源
か
ら
１
億
円
を
拠

出
し
て
い
る
。
効
果
的
な
見
直
し
が
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　  

公
共
交
通
の
見
直
し
は
本
年
度
か
ら
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
大
き
く
減
額
は
で

き
な
い
。
市
と
し
て
は
、
も
っ
と
利
用
促
進

を
図
り
拠
出
を
抑
え
た
い
。

　
一
方
、
国
か
ら
特
別
交
付
税
で
８
割
が

対
策
費
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
制
度
が
あ
る

間
に
検
討
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。

③
防
災
行
政
無
線
増
設
整
備
事
業

　  

防
災
行
政
無
線
の
追
加
要
望
が
出
て
い

る
が
、
平
成
28
年
度
の
10
局
で
終
わ
り
か
。

　  

平
成
29
年
度
に
も
10
局
増
設
し
て
い
る
。

聞
こ
え
に
く
か
っ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
30
Ｗ

か
ら
50
Ｗ
に
出
力
増
幅
工
事
を
行
っ
た
。

胡摩田弘孝 委員長

答 問答 問問

答答 問答 問

④
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

　  

内
容
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

　  

老
朽
化
し
た
も
の
は
除
い
て
、修
理
に
よ

っ
て
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
も
使
え
る
よ
う
に

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。修
繕
の
で
き
な
い

古
い
住
宅
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、他
の
住

宅
に
引
っ
越
す
こ
と
も
お
願
い
を
し
て
い
く
。

　主
な
指
摘
事
項

①
サ
ヒ
メ
ル
や
小
豆
原
埋
没
林
公
園
な
ど
の

県
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、キ
ャ
ン
プ
場

以
外
市
の
施
設
は
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
。も
っ

と
連
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
肉
用
牛
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
、全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
も
出
品
さ
れ
た
が
、も

っ
と
幅
広
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
島

根
で
は
大
田
だ
」と
い
わ
れ
る
よ
う
な
対
策

を
事
業
化
し
て
ほ
し
い
。

③
教
育
委
員
会
の
中
学
生
職
場
体
験
事
業

で
、大
田
市
内
１
３
１
事
業
所
が
受
け
入
れ

を
し
て
い
る
。こ
れ
は
大
変
な
地
域
の
力
で

あ
り
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。他
部
署

や
高
校
な
ど
と
も
連
携
し
て
ほ
し
い
。

④
学
力・教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で

は
、多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

学
力
調
査
の
結
果
か
ら
は
、勉
強
不
足
で
あ

る
。特
に
、家
庭
学
習
の
時
間
が
不
足
し
て
い

る
児
童・生
徒
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。希
望
者

の
み
で
な
く
、青
少
年
交
流
の
家
な
ど
宿
泊
施

設
も
利
用
し
、学
校
に
通
い
な
が
ら
家
庭
学
習

の
訓
練
を
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答問

　
平
成
28
年
度
大
田
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
、平
成
28
年
度
大

田
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
審

査
し
た
。そ
の
結
果
と
経
緯
、主
な
意
見
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

◎
水
道
事
業
会
計

　
  

県
内
で
一
番
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
水

道
料
金
の
見
直
し
は
な
い
の
か
？

　
高
額
の
水
道
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
企
業

へ
の
対
応
策
や
、高
い
水
道
料
金
が
定
住
化

や
子
育
て
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

１
カ
月
の
平
均
使
用
料
金
は
月
20
ｔ
ベ

ー
ス
で
、月
額
４
９
１
４
円
と
な
り
県
内
８

市
で
は
最
高
額
と
な
る
。た
だ
し
、標
準
家
庭

の
月
額
の
使
用
料
は
約
16
t
前
後
で
、月
額

料
金
で
約
３
９
０
０
円
前
後
と
な
り
、８
市

の
中
で
は
２
番
目
と
な
る
。

　
定
住
対
策
、企
業
誘
致
、産
業
振
興
の
観

点
か
ら
、工
業
用
水
や
一
般
の
水
道
料
金
を

値
下
げ
す
る
方
策
と
し
て
、県
内
で
も
一
般

会
計
か
ら
補
て
ん
を
す
る
施
策
を
と
っ
て

い
る
市
も
あ
る
が
、当
市
で
は
、こ
れ
以
上
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
考
え
て
い

な
い
。

　

  

一
昨
年
は
悪
臭
や
カ
ビ
臭
の
苦
情
が
あ

っ
た
が
、そ
の
後
の
対
応
や
現
状
に
つ
い
て
ど

う
か
。

　

  

原
因
物
質
吸
着
に
効
果
が
あ
る
活
性
炭

の
注
入
量
の
増
加
や
、水
質
管
理
体
制
の
強

化
、県
と

連
携
し
、

ダ
ム
貯
水

池
水
位
低

下
対
策
な

ど
を
実
施

す
る
こ
と

で
対
応
し

た
。　

  

水
道
料
金
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

　

  

新
た
な
滞
納
の
発
生
防
止
に
向
け
て
、

定
期
的
な
給
水
停
止
通
知
や
、未
納
者
へ
の

納
付
指
導
を
強
化
し
、納
付
意
識
の
向
上
に

努
め
る
。給
水
停
止
や
停
止
通
知
の
実
施
件

数
は
減
少
し
て
い
る
。

主
な
指
摘
事
項

①
な
お
一
層
の
経
営
努
力
に
よ
り
、少
し
で

も
水
道
料
金
を
安
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
老
朽
管
の
計
画
的
な
更
新
を
お
願
い
す

る
。◎

病
院
事
業
会
計

　
介
護
療
養
病
床
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
床
へ
の
完
全
転
換
に
よ
り
、地
域

包
括
ケ
ア
病
床
と
の
連
携
が
図
ら
れ
、よ
り

充
実
し
た
回
復
期
医
療
が
可
能
と
な
り
、収

河村　賢治 委員長

答 問

答 問答問

益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　
費
用
面
で
は
、後
発
医
薬
品
の
積
極
的
な

採
用
に
よ
り
、薬
品
費
の
縮
減
や
経
費
節
減

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、入
院
収
益
、外
来
収
益

と
も
増
加
。そ
の
他
の
医
業
収
益
に
お
い
て

も
、公
衆
衛
生
活
動
収
益
の
増
加
に
よ
り
、減

価
償
却
前
で
黒
字
決
算
と
な
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
た
。

　

  

延
べ
患
者
数
の
推
移
を
見
る
と
、外
科
、

皮
膚
科
が
減
少
し
、産
婦
人
科
、地
域
包
括

ケ
ア
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
で
は
増
加
し
て
い

る
が
、こ
の
要
因
は
何
か
。　
　
　
　
　
　

　

  

　

  

外
科
の
医
師
が
期
間
途
中
で
移
籍
し
た

こ
と
に
よ
る
。現
在
は
新
し
い
医
師
が
業
務

に
あ
た
り
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。地
域

包
括
ケ
ア
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
は
病
院
診
療

の
主
軸
で
あ
り
、今
後
も
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

  

若
い
職
員
の
育
成
、中
堅
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

  

今
後
の
病
院
運
営
に
は
中
堅
医
師
の
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
り
、関
係
機
関
や
県
と

も
連
携
し
な
が
ら
医
師
確
保
、若
手
職
員
の

育
成
を
図
り
た
い
。

主
な
指
摘
事
項

①
減
価
償
却
前
に
お
い
て
５
５
０
０
万
円
余

り
の
黒
字
に
な
っ
た
こ
と
は
、経
営
努
力
を

大
い
に
評
価
す
る
。

②
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、安
心
・
安
全

な
医
療
の
提
供
の
た
め
、医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
医
師
確
保
に
、さ
ら
に
鋭
意
努
力
を

願
う
。

答 問答 問

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会

◎委員長　○副委員長

◎河村　賢治　　○福田佳代子
　有光　孝次　　　塩谷　裕志
　月森　和弘　　　石田　洋治
　三浦　　靖　　　小川　和也
　森山　明弘　　

●公営企業会計決算審査
　特別委員会

◎委員長　○副委員長

◎胡摩田弘孝　　○清水　　勝
　石橋　秀利　　　木村　幸司
　大西　　修　　　小林　　太
　松村　信之　　　森山　幸太

平成28年度決算審査全会計決算認定する

▲三瓶ダムに設置してある噴水（水質保全設備）

　平成２８年度の決算（一般会計、特別会計、企業会計）については、
決算特別委員会を設置し審査を行い、全件認定しました。

一般会計
特別会計

232億2,336万円
135億3,778万円

237億　172万円
137億1,177万円

歳入決算額 歳出決算額水道事業会計 11億1,509万円 10億2,389万円 3億6,474万円 7億2,475万円
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

病院事業会計 42億4,080万円 43億9,033万円 7億9,553万円 9億1,785万円
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

一般会計及び特別会計歳入歳出決算一般会計及び特別会計歳入歳出決算公営企業会計決算公営企業会計決算

▶
防
災
行
政
無
線



反対

賛成
2017.10.19 （6）おおだ市議会だより2017.10.19（7） おおだ市議会だより

市民を守る防波堤となったか

 歳　入
　①地方交付税が減となっている。国政調
査での人口減や合併算定替えの影響であ
る。平成の大合併は市民サービス向上の負
担軽減でなく、地方交付税の削減が大きな
目的であったことが明確になった。
②市税や国保料などの滞納者に対する差
し押さえは１５件で、換価済金額は１８４万円
となっている。滞納者の生活実態を把握
し、関係各課と連携し、生活再建に向けて
支援すべきである。

 歳　出
①保育園の指定管理者制度から民営化へ
移行するやり方は中止すべきである。
②県の同和団体に支出されている補助金
はなくすべきである。それぞれの団体に自
立を促すことが必要だ。
③国が一元的に管理するマイナンバー制
度導入事業は、課税の強化、給付の抑制、
国民監視、プライバシー漏えいなどの問題
がある。

④次期可燃ごみ処理については、邑智郡総
合事務組合への事務委託方式ではなく、市
単独方式とすべきである。
⑤らとちゃんバスの運行は、平成27年度決
算でも指摘したが、平成28年度も運行され
た。費用対効果を考えて、やめるべきで
あった。
⑥仁摩地区道の駅について、赤字にならず
運営できるのか多くの市民が心配してい
る。市民の声を受けとめていただきたい。
⑦全国及び島根県学力調査については、教
員の負担増と学校間の競争となるため参
加せず、授業で子どもの学力を保障すべき
である。
⑧特別会計の国民健康保険事業は、世帯当
たりの保険料が増となっている。基金を取
り崩して、引き上げを抑えるべきである。
⑨介護保険事業は２５８人が滞納している。
無年金、低年金の方々の生活の厳しさが伺
える。国からの支援を増やしたり、基金の取
り崩しが必要である。

一般・特別会計とも
黒字決算であり、評価する

　一昨年、宝島社による「住みたい田舎ベ
ストランキング」において全国総合１位を獲
得したことは記憶に新しく画期的である。
　昨年も、引き続き「住みたい田舎ベストラ
ンキング」において、中国エリアの中で、
「若者が住みたい田舎」部門で３位、総合で
は２位を獲得している。
　大田市内に１２ヵ所の田舎暮らし体験施設
があり、定住ＰＲサイト「どがどが」で住ま
い、仕事、支援制度などの情報を発信する
などの支援策が実を結び、世代を問わず多
くの移住者の定着が評価されたと考える。
　総合計画における主要施策の推進に向
け、ローリングを行い、重点事業として、「大
田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」「健康
まちづくり」「定住」「産業振興とりわけ観

光振興」「学力向上や高校の魅力化」「市民
の安全・安心の確保」等の施策など６項目を
掲げ、その執行に取り組まれた。
　また、７月の梅雨災害の復旧も補正予算
を組み、即座に対応された。
　一般会計収支は、４億７８３６万円となり、
実質収支は３億９７２９万円の黒字決算であ
ることは評価する。
　また、市民の健康はすべての施策に勝る
と言われる「健康まちづくり」は将来を見
据えた課題解決策と大いに評価するところ
である。「健康でいきいきと暮らせるまち」
と「日本一の健康保養都市」の実現に向け
て努力を積み重ねていただきたい。
　今後は、地方交付税の縮減、新市立病院
建設への繰り出し金、可燃ごみ施設整備、
公共施設の長寿命化など、ますます厳しい
財政運営が続くとみられる。必要な事業費
を確保するための事業の見直しや、新たな
財源確保が焦点となる。さらなる行政の効
率化・合理化を進め持続可能なまちづくり
に努められたい。

定例会の最終日の表決に先立って行われた反対・賛成の意思表明である討論の要旨は次のとおりです。

反対・賛成討論

【平成２８年度一般会計及び特別会計決算認定議案】

福田佳代子 議員

月森　和弘　議員

◇ 9月定例会提出議案等賛否一覧

　 　 　 　 　 議 員 名 等
　議 案 名 等

議
決
結
果

賛

　

成

：

反

対

等

木
村
幸
司

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

三
浦
　
靖

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

松
葉
昌
修

河
村
賢
治

林
　
茂
樹

大
西
　
修

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

有
光
孝
次

福
田
佳
代
子

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

内
藤
芳
秀

■市長提出議案
議案第371号　平成28年度大田市
一般会計及び特別会計歳入歳出決
算認定について

原 案
認 定 16 ： 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ―

議案第372号　平成28年度大田市
水道事業会計利益の処分及び決算
認定について

原 案
可 決
及 び
認 定

18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第373号　平成28年度大田市
病院事業会計決算認定について

原 案
認 定 16 ： 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ―

議案第374号　平成29年度大田市
一般会計補正予算（第２号）

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第375号　平成29年度大田市
国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第376号　平成29年度大田市
介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）
原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第377号　平成29年度大田市
病院事業会計補正予算

（第１号）
原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第378号　大田市営住宅条例
の一部を改正する条例制定に
ついて

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第379号　和解について 原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第382号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第383号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第384号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案

議案第380号　特別委員会の設置
について

原 案
可 決 19 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第381号　特別委員会の設置
について

原 案
可 決 19 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請願第 5 号　北朝鮮をめぐる国際的
緊張の高まりを平和的に解決するこ
とを求める意見書提出方について

不
採
択

4 ： 15 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ―

議案第385号　竹腰創一市長の
退任に伴う感謝決議について

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意第17号　地方の道路整備
（社会資本整備）促進を求める
意見書の提出について

原 案
可 決 17 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■陳情
陳情第13号　日本政府に核兵器禁
止条約の調印を求める意見書提出
方について

継 続
審 査   議会閉会中の継続審査（民生委員会付託）

※定数２０名、うち議長（内藤芳秀）は採決に加わりません　※○は賛成、●は反対等 ( 反対、継続審査、態度保留等々）※欠は欠席　※退は採決時に退席　



反対

賛成
2017.10.19 （6）おおだ市議会だより2017.10.19（7） おおだ市議会だより

市民を守る防波堤となったか

 歳　入
　①地方交付税が減となっている。国政調
査での人口減や合併算定替えの影響であ
る。平成の大合併は市民サービス向上の負
担軽減でなく、地方交付税の削減が大きな
目的であったことが明確になった。
②市税や国保料などの滞納者に対する差
し押さえは１５件で、換価済金額は１８４万円
となっている。滞納者の生活実態を把握
し、関係各課と連携し、生活再建に向けて
支援すべきである。

 歳　出
①保育園の指定管理者制度から民営化へ
移行するやり方は中止すべきである。
②県の同和団体に支出されている補助金
はなくすべきである。それぞれの団体に自
立を促すことが必要だ。
③国が一元的に管理するマイナンバー制
度導入事業は、課税の強化、給付の抑制、
国民監視、プライバシー漏えいなどの問題
がある。

④次期可燃ごみ処理については、邑智郡総
合事務組合への事務委託方式ではなく、市
単独方式とすべきである。
⑤らとちゃんバスの運行は、平成27年度決
算でも指摘したが、平成28年度も運行され
た。費用対効果を考えて、やめるべきで
あった。
⑥仁摩地区道の駅について、赤字にならず
運営できるのか多くの市民が心配してい
る。市民の声を受けとめていただきたい。
⑦全国及び島根県学力調査については、教
員の負担増と学校間の競争となるため参
加せず、授業で子どもの学力を保障すべき
である。
⑧特別会計の国民健康保険事業は、世帯当
たりの保険料が増となっている。基金を取
り崩して、引き上げを抑えるべきである。
⑨介護保険事業は２５８人が滞納している。
無年金、低年金の方々の生活の厳しさが伺
える。国からの支援を増やしたり、基金の取
り崩しが必要である。

一般・特別会計とも
黒字決算であり、評価する

　一昨年、宝島社による「住みたい田舎ベ
ストランキング」において全国総合１位を獲
得したことは記憶に新しく画期的である。
　昨年も、引き続き「住みたい田舎ベストラ
ンキング」において、中国エリアの中で、
「若者が住みたい田舎」部門で３位、総合で
は２位を獲得している。
　大田市内に１２ヵ所の田舎暮らし体験施設
があり、定住ＰＲサイト「どがどが」で住ま
い、仕事、支援制度などの情報を発信する
などの支援策が実を結び、世代を問わず多
くの移住者の定着が評価されたと考える。
　総合計画における主要施策の推進に向
け、ローリングを行い、重点事業として、「大
田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」「健康
まちづくり」「定住」「産業振興とりわけ観

光振興」「学力向上や高校の魅力化」「市民
の安全・安心の確保」等の施策など６項目を
掲げ、その執行に取り組まれた。
　また、７月の梅雨災害の復旧も補正予算
を組み、即座に対応された。
　一般会計収支は、４億７８３６万円となり、
実質収支は３億９７２９万円の黒字決算であ
ることは評価する。
　また、市民の健康はすべての施策に勝る
と言われる「健康まちづくり」は将来を見
据えた課題解決策と大いに評価するところ
である。「健康でいきいきと暮らせるまち」
と「日本一の健康保養都市」の実現に向け
て努力を積み重ねていただきたい。
　今後は、地方交付税の縮減、新市立病院
建設への繰り出し金、可燃ごみ施設整備、
公共施設の長寿命化など、ますます厳しい
財政運営が続くとみられる。必要な事業費
を確保するための事業の見直しや、新たな
財源確保が焦点となる。さらなる行政の効
率化・合理化を進め持続可能なまちづくり
に努められたい。

定例会の最終日の表決に先立って行われた反対・賛成の意思表明である討論の要旨は次のとおりです。

反対・賛成討論

【平成２８年度一般会計及び特別会計決算認定議案】

福田佳代子 議員

月森　和弘　議員

◇ 9月定例会提出議案等賛否一覧

　 　 　 　 　 議 員 名 等
　議 案 名 等

議
決
結
果

賛

　

成

：

反

対

等

木
村
幸
司

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

森
山
明
弘

小
川
和
也

三
浦
　
靖

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

松
葉
昌
修

河
村
賢
治

林
　
茂
樹

大
西
　
修

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

有
光
孝
次

福
田
佳
代
子

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

内
藤
芳
秀

■市長提出議案
議案第371号　平成28年度大田市
一般会計及び特別会計歳入歳出決
算認定について

原 案
認 定 16 ： 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ―

議案第372号　平成28年度大田市
水道事業会計利益の処分及び決算
認定について

原 案
可 決
及 び
認 定

18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第373号　平成28年度大田市
病院事業会計決算認定について

原 案
認 定 16 ： 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ―

議案第374号　平成29年度大田市
一般会計補正予算（第２号）

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第375号　平成29年度大田市
国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第376号　平成29年度大田市
介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）
原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第377号　平成29年度大田市
病院事業会計補正予算

（第１号）
原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第378号　大田市営住宅条例
の一部を改正する条例制定に
ついて

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第379号　和解について 原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第382号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第383号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第384号　人権擁護委員候補
者の推薦につき意見を求めること
について

異 議
なし 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案

議案第380号　特別委員会の設置
について

原 案
可 決 19 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第381号　特別委員会の設置
について

原 案
可 決 19 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請願第 5 号　北朝鮮をめぐる国際的
緊張の高まりを平和的に解決するこ
とを求める意見書提出方について

不
採
択

4 ： 15 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ―

議案第385号　竹腰創一市長の
退任に伴う感謝決議について

原 案
可 決 18 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意第17号　地方の道路整備
（社会資本整備）促進を求める
意見書の提出について

原 案
可 決 17 ： 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■陳情
陳情第13号　日本政府に核兵器禁
止条約の調印を求める意見書提出
方について

継 続
審 査   議会閉会中の継続審査（民生委員会付託）

※定数２０名、うち議長（内藤芳秀）は採決に加わりません　※○は賛成、●は反対等 ( 反対、継続審査、態度保留等々）※欠は欠席　※退は採決時に退席　
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いっぱん質問

仁
摩
道
の
駅
計
画
案
の
再
検
討
を

魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　精
査
検
討
を
進
め
て
い
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　精
査
検
討
を
進
め
て
い
る

市政に対する一般質問は、９月６日、７日に行われ、８人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のと
おりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。（内容は、ホームページ
（http://www.city.ohda.lg.jp/）で閲覧できます。）

　
仁
摩
道
の
駅
は
、平
成
33
年

春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準

備
中
で
あ
る
。産
業
振
興
な
ど
の
拠
点
と

し
て
の
期
待
も
あ
る
一
方
、赤
字
に
な
る

の
で
は
と
不
安
を
も
つ
方
も
多
く
い
る
。

　
温
泉
津
ふ
れ
あ
い
館
は
、仁
摩
・
温
泉

津
道
路
が
開
通
し
た
影
響
を
受
け
、平
成

28
年
度
利
用
客
は
前
年
に
比
べ
、６
９
３

５
人
減
と
な
っ
た
。計
画
案
の
年
間
利
用

客
40
万
人
は
過
大
な
見
積
も
り
で
は
な

い
か
。駅
舎
は
大
き
す
ぎ
る
。再
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
整
備
計
画
に
お
い
て
の
40
万

人
は
、道
の
駅
に
立
ち
寄
ら
れ

る
来
訪
者
の
年
間
総
数
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
る
。収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、物
販
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
者
を
40

万
人
の
６
割
、約
24
万
人
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
ま
た
、近
隣
の
大
森
・
仁
摩
地
区
の
年

間
観
光
入
り
込
み
客
数
を
み
る
と
、平
成

27
年
度
実
績
で
43
万
８
０
０
０
人
、新
観

光
振
興
計
画
で
は
、平
成
33
年
度
目
標
値

を
約
55
万
６
０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い

る
。さ
ら
に
三
瓶
、温
泉
津
へ
の
入
り
込

み
客
や
道
路
利
用
休
憩
者
、地
元
の
み
な

さ
ん
の
利
用
を
加
味
す
る
と
、妥
当
な
見

込
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、駅
長
候
補
を
は
じ
め
、運
営
団

体
予
定
者
と
、魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、事
業
計
画
策
定
に

向
け
駅
舎
規
模
、収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
の
精
査
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。年
度
内
を
目
途
に
、改
め
て

提
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

小
型
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）の

                       

有
効
性
と
活
用
策
は

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

　
　
　多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
活
用
が
可
能
で
あ
る

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

　
　
　多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
活
用
が
可
能
で
あ
る

　
空
の
産
業
革
命
と
言
わ
れ

る
ド
ロ
ー
ン
へ
の
注
目
が
高

ま
り
、そ
の
活
用
策
は
多
方
面
に
わ
た

り
期
待
さ
れ
て
い
る
。特
に
、災
害
対
応

や
農
業
、物
流
な
ど
の
分
野
で
の
可
能

性
は
広
が
っ
て
お
り
、他
の
自
治
体
で

は
実
際
に
導
入
し
、利
活
用
を
始
め
た

と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

　
当
市
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
有
効
性
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、ど
の
よ
う
な
活

用
策
が
考
え
ら
れ
る
か
所
見
を
伺
う
。

ま
た
、県
内
他
市
の
導
入
・
活
用
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
既
存
業
務
の
コ
ス
ト
削
減
や

省
力
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
、ま
た
、

人
が
容
易
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
危
険
な
場
所
で
の
写
真
や
映
像
の

撮
影
、監
視
、調
査
、点
検
な
ど
に
対
応
で
き

る
。こ
の
こ
と
か
ら
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
活
用
策
に
つ
い
て
は
、三
瓶
山
な
ど
の
上

空
か
ら
の
映
像
撮
影
に
よ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
映

像
の
作
成
や
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
行
方

不
明
者
の
捜
索
、公
共
施
設
や
橋
梁
、道
路

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
、調
査
業
務
な

ど
、多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。

　
県
内
他
市
に
お
い
て
は
、７
市
の
う
ち
５

市
が
市
の
P
Ｒ
動
画
の
撮
影
や
文
化
財
調

査
、災
害
発
生
時
の
道
路
状
況
の
確
認
な
ど

の
業
務
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。う

ち
２
市
に
つ
い

て
は
ド
ロ
ー
ン

を
所
有
し
、
市

職
員
が
操
作
を

行
い
、
実
際
に

災
害
現
場
の
状

況
確
認
や
施
設

の
点
検
で
使
用

し
た
と
伺
っ
て

い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

重
点
公
共
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
求
め
る

情
報
の
周
知
に
努
め

　
　
　
　
　
　着
実
に
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
く

情
報
の
周
知
に
努
め

　
　
　
　
　
　着
実
に
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
く

　
国
の
一
億
総
活
躍
社
会
及

び
地
方
創
生
は
、実
感
で
き

な
い
。当
市
も
社
会
保
障
費
の
増
高
や

国
の
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、財
政
難

が
続
き
、重
点
公
共
事
業
の
延
滞
が
み

ら
れ
る
。

　
市
長
は
、４
選
出
馬
を
断
念
さ
れ
る

が
、重
点
課
題
の
区
切
り
を
求
め
る
。

新
市
立
病
院
の
建
設
、道
路
網
を
含
め

た
駅
東
側
の
ま
ち
づ
く
り
、都
市
計
画

税
の
廃
止
論
に
伴
う
不
均
一
性
の
解

決
等
の
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
。国
政

で
は
、隠
ぺ
い
疑
惑
問
題
が
出
て
い
る

が
、当
市
の
公
文
書
の
保
存
と
行
政
情

報
の
発
信
を
強
め
る
こ
と
を
伺
う
。

　
新
市
立
病
院
の
早
期
開
院
は

大
田
市
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

引
き
続
き
市
と
病
院
が
一
体
と
な
っ
て
鋭

意
進
め
て
行
く
。

　
大
田
市
駅
周
辺
東
側
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、大
田
市
の
財
政
状
況
等
を
鑑
み
、３
年

の
事
業
延
期
と
し
た
が
、今
後
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
意
見
集
約
を
図
り
、

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
前
進
さ
せ
る
。

　
都
市
計
画
税
は
、仮
に
廃
止
し
た
場
合
の

代
替
財
源
の
確
保
や
公
平
性
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
上
で
、廃
止
で
き

る
状
況
に
な
い
。平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、

当
分
の
間
現
行
通
り
と
し
、新
た
に
用
途
地

域
と
な
っ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
、建

物
に
つ
い
て
は
課
税
を
し
な
い
こ
と
と
し

た
。

　
行
政
文
書
の
あ
り
方
は
、管
理
規
程
を
設

け
て
、き
ち
ん
と
保
存
し
て
い
る
。

　
公
文
書
に
つ
い
て
は
、積
極
的
に
公
開
し
、

請
求
に
基
づ
き
、

法
の
範
囲
内
に

お
い
て
公
開
し

て
い
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

▲あすてらす前の公園で遊びを楽しむ相愛保育園の子どもたち▲あすてらす前の公園で遊びを楽しむ相愛保育園の子どもたち

▶
仁
摩
道
の
駅
建
設
予
定
地（
仁
摩
町
）

▶
危
険
な
場
所
等
の
映
像
撮
影

　
が
可
能
な「
ド
ロ
ー
ン
」

建設
予定地
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いっぱん質問

仁
摩
道
の
駅
計
画
案
の
再
検
討
を

魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　精
査
検
討
を
進
め
て
い
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　精
査
検
討
を
進
め
て
い
る

市政に対する一般質問は、９月６日、７日に行われ、８人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のと
おりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。（内容は、ホームページ
（http://www.city.ohda.lg.jp/）で閲覧できます。）

　
仁
摩
道
の
駅
は
、平
成
33
年

春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
準

備
中
で
あ
る
。産
業
振
興
な
ど
の
拠
点
と

し
て
の
期
待
も
あ
る
一
方
、赤
字
に
な
る

の
で
は
と
不
安
を
も
つ
方
も
多
く
い
る
。

　
温
泉
津
ふ
れ
あ
い
館
は
、仁
摩
・
温
泉

津
道
路
が
開
通
し
た
影
響
を
受
け
、平
成

28
年
度
利
用
客
は
前
年
に
比
べ
、６
９
３

５
人
減
と
な
っ
た
。計
画
案
の
年
間
利
用

客
40
万
人
は
過
大
な
見
積
も
り
で
は
な

い
か
。駅
舎
は
大
き
す
ぎ
る
。再
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
整
備
計
画
に
お
い
て
の
40
万

人
は
、道
の
駅
に
立
ち
寄
ら
れ

る
来
訪
者
の
年
間
総
数
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
る
。収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、物
販
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
者
を
40

万
人
の
６
割
、約
24
万
人
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
ま
た
、近
隣
の
大
森
・
仁
摩
地
区
の
年

間
観
光
入
り
込
み
客
数
を
み
る
と
、平
成

27
年
度
実
績
で
43
万
８
０
０
０
人
、新
観

光
振
興
計
画
で
は
、平
成
33
年
度
目
標
値

を
約
55
万
６
０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い

る
。さ
ら
に
三
瓶
、温
泉
津
へ
の
入
り
込

み
客
や
道
路
利
用
休
憩
者
、地
元
の
み
な

さ
ん
の
利
用
を
加
味
す
る
と
、妥
当
な
見

込
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、駅
長
候
補
を
は
じ
め
、運
営
団

体
予
定
者
と
、魅
力
あ
ふ
れ
る
道
の
駅
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、事
業
計
画
策
定
に

向
け
駅
舎
規
模
、収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
の
精
査
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。年
度
内
を
目
途
に
、改
め
て

提
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

小
型
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）の

                       

有
効
性
と
活
用
策
は

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

　
　
　多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
活
用
が
可
能
で
あ
る

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、

　
　
　多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
活
用
が
可
能
で
あ
る

　
空
の
産
業
革
命
と
言
わ
れ

る
ド
ロ
ー
ン
へ
の
注
目
が
高

ま
り
、そ
の
活
用
策
は
多
方
面
に
わ
た

り
期
待
さ
れ
て
い
る
。特
に
、災
害
対
応

や
農
業
、物
流
な
ど
の
分
野
で
の
可
能

性
は
広
が
っ
て
お
り
、他
の
自
治
体
で

は
実
際
に
導
入
し
、利
活
用
を
始
め
た

と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

　
当
市
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
有
効
性
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、ど
の
よ
う
な
活

用
策
が
考
え
ら
れ
る
か
所
見
を
伺
う
。

ま
た
、県
内
他
市
の
導
入
・
活
用
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
既
存
業
務
の
コ
ス
ト
削
減
や

省
力
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
、ま
た
、

人
が
容
易
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
危
険
な
場
所
で
の
写
真
や
映
像
の

撮
影
、監
視
、調
査
、点
検
な
ど
に
対
応
で
き

る
。こ
の
こ
と
か
ら
、ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
活
用
策
に
つ
い
て
は
、三
瓶
山
な
ど
の
上

空
か
ら
の
映
像
撮
影
に
よ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
映

像
の
作
成
や
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
行
方

不
明
者
の
捜
索
、公
共
施
設
や
橋
梁
、道
路

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
、調
査
業
務
な

ど
、多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。

　
県
内
他
市
に
お
い
て
は
、７
市
の
う
ち
５

市
が
市
の
P
Ｒ
動
画
の
撮
影
や
文
化
財
調

査
、災
害
発
生
時
の
道
路
状
況
の
確
認
な
ど

の
業
務
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
。う

ち
２
市
に
つ
い

て
は
ド
ロ
ー
ン

を
所
有
し
、
市

職
員
が
操
作
を

行
い
、
実
際
に

災
害
現
場
の
状

況
確
認
や
施
設

の
点
検
で
使
用

し
た
と
伺
っ
て

い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

重
点
公
共
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
求
め
る

情
報
の
周
知
に
努
め

　
　
　
　
　
　着
実
に
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
く

情
報
の
周
知
に
努
め

　
　
　
　
　
　着
実
に
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
く

　
国
の
一
億
総
活
躍
社
会
及

び
地
方
創
生
は
、実
感
で
き

な
い
。当
市
も
社
会
保
障
費
の
増
高
や

国
の
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、財
政
難

が
続
き
、重
点
公
共
事
業
の
延
滞
が
み

ら
れ
る
。

　
市
長
は
、４
選
出
馬
を
断
念
さ
れ
る

が
、重
点
課
題
の
区
切
り
を
求
め
る
。

新
市
立
病
院
の
建
設
、道
路
網
を
含
め

た
駅
東
側
の
ま
ち
づ
く
り
、都
市
計
画

税
の
廃
止
論
に
伴
う
不
均
一
性
の
解

決
等
の
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
。国
政

で
は
、隠
ぺ
い
疑
惑
問
題
が
出
て
い
る

が
、当
市
の
公
文
書
の
保
存
と
行
政
情

報
の
発
信
を
強
め
る
こ
と
を
伺
う
。

　
新
市
立
病
院
の
早
期
開
院
は

大
田
市
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

引
き
続
き
市
と
病
院
が
一
体
と
な
っ
て
鋭

意
進
め
て
行
く
。

　
大
田
市
駅
周
辺
東
側
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、大
田
市
の
財
政
状
況
等
を
鑑
み
、３
年

の
事
業
延
期
と
し
た
が
、今
後
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
意
見
集
約
を
図
り
、

各
種
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
前
進
さ
せ
る
。

　
都
市
計
画
税
は
、仮
に
廃
止
し
た
場
合
の

代
替
財
源
の
確
保
や
公
平
性
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
上
で
、廃
止
で
き

る
状
況
に
な
い
。平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、

当
分
の
間
現
行
通
り
と
し
、新
た
に
用
途
地

域
と
な
っ
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
、建

物
に
つ
い
て
は
課
税
を
し
な
い
こ
と
と
し

た
。

　
行
政
文
書
の
あ
り
方
は
、管
理
規
程
を
設

け
て
、き
ち
ん
と
保
存
し
て
い
る
。

　
公
文
書
に
つ
い
て
は
、積
極
的
に
公
開
し
、

請
求
に
基
づ
き
、

法
の
範
囲
内
に

お
い
て
公
開
し

て
い
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

▲あすてらす前の公園で遊びを楽しむ相愛保育園の子どもたち▲あすてらす前の公園で遊びを楽しむ相愛保育園の子どもたち

▶
仁
摩
道
の
駅
建
設
予
定
地（
仁
摩
町
）

▶
危
険
な
場
所
等
の
映
像
撮
影

　
が
可
能
な「
ド
ロ
ー
ン
」

建設
予定地
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保
育
園
の
建
て
替
え
、他
の
施
設
の

　
　
　
　
　有
効
利
用
の
検
討
結
果
を
問
う

条
件
が
整
っ
た
施
設
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
く

　
大
田
市
の「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」の
内
、保
育

所
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り

伺
う
。

　
建
築
基
準
法
の
改
正
前
に
整
備
さ
れ

た
４
つ
の
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
、耐
震

補
強
工
事
は
実
施
せ
ず
、民
営
化
に
よ
る

有
利
な
補
助
金
制
度
を
活
用
し
た
保
育

園
の
建
て
替
え
や
他
の
施
設
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
度
に
公
立
保
育
園

４
園
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
が
、全
て
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
こ
の
た
め
、耐
震
補
強
工
事
を
検
討
し
た

が
、強
度
を
増
す
た
め
に
は
大
き
な
窓
と

い
っ
た
開
口
部
を
塞
ぐ
な
ど
、建
物
の
利
便

性
を
失
う
こ
と
や
、基
礎
か
ら
の
補
強
が
必

要
と
な
る
大
規
模
な
工
事
と
な
る
こ
と
か

ら
、建
て
替
え
、あ
る
い
は
他
の
施
設
の
有

効
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
基
本
方
針
で
は
、施
設
の
建
て
替
え
を

す
る
場
合
に
は
、公
立
保
育
園
の
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
金
が
な
い
た
め
、民
営
化
に

よ
る
有
利
な
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、進
め

る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、保
護
者
、地
元
関
係
者
の
理
解
を

い
た
だ
き
、

指
定
管
理

者
制
度
の

導
入
と
民

営
化
を
図

り
、
条
件

が
整
っ
た

施
設
か
ら

整
備
を
進

め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　支
援
策
の
充
実
を
求
め
る

引
き
続
き
手
話
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い

　
手
話
を
言
語
と
し
て
位
置

付
け
、普
及
を
促
す「
手
話
言

語
条
例
」が
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ

て
い
る
。ま
た
、聴
覚
障
が
い
者
の
た
め

に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
テ
レ
ビ
電
話

機
能
を
活
用
し
た
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
田
市
に
お
け
る
聴
覚
障
が
い
者
に

対
し
て
の
支
援
、ま
た
そ
の
周
知
方
法
、

手
話
奉
仕
員
の
養
成
、手
話
言
語
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
聴
覚
障
が
い
者
が
手
続
き
等

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、窓

口
に
通
訳
者
を
配
置
し
対
応
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、登
録
者
４
名
の
手
話
通
訳
者

を
要
請
に
よ
り
派
遣
し
て
い
る
。

　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、新
た
に
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方
に
は
、「
障

が
い
者
福
祉
の
し
お
り
べ
ん
り
帳
」を
配
布

し
説
明
し
て
い
る
。さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
窓
口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

　
手
話
奉
仕
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、手
話

で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識

や
技
術
な
ど
を
習
得
し
支
援
活
動
を
行
う

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、今
、

直
ち
に
条

例
を
制
定

す
る
と
い

う
こ
と
は

考
え
て
い

な
い
。
引

き
続
き
手

話
の
普
及

を
推
進
す

る
と
と
も

に
、
関
係

者
と
協
議

す
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

旧
富
山
小
学
校
校
舎
の
利
活
用
を

公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
、

　
　
　
　
　
　そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

　
富
山
町
連
合
自
治
会
及
び

旧
富
山
小
学
校
校
舎
利
活
用

対
策
委
員
会
か
ら
、現
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
空
き
校
舎
に
移
転
さ
せ
て
ほ

し
い
旨
の
要
望
が
繰
り
返
し
出
て
い
る
。

　
政
策
企
画
部
に
お
い
て
、地
元
住
民

と
現
場
確
認
や
懇
談
会
を
実
施
し
て
お

ら
れ
る
が
状
況
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
地
元
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
、ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て
は
、消
防
法
な

ど
に
基
づ
く
排
煙
設
備
や
非
常
用
照
明
な

ど
の
多
額
の
改
修
費
用
が
必
要
で
あ
り
、そ

れ
に
見
合
う
財
源
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
、施
設
の
規
模
が
大
き
い
な
ど
の
課
題

も
あ
る
。　

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用

の
み
な
ら
ず
、事
業
者•

企
業
な
ど
に
よ
る

活
用
や
、複
合
的
な
活
用
も
視
野
に
入
れ
検

討
し
て
い
る
が
、結
論
を
見
出
す
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。引
き
続
き
、「
学
校
再
編
に

伴
う
空
き
校
舎
活
用
の
基
本
的
考
え
方
」に

基
づ
き
、
先
進
事
例
等
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
、

そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問

答
弁

大西　修 議員

改
正
さ
れ
た
大
田
市
農
業

                   

活
性
化
プ
ラ
ン
を
問
う

若
手
就
農
者
や
将
来
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　魅
力
的
な
施
策
を
検
討
中
で
あ
る

　
大
田
市
農
業
活
性
化
プ
ラ

ン
は
、儲
か
る
農
業
、担
い
手

確
保
、地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
施

策
を
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、本
年

３
月
改
定
版（
後
期
）が
作
成
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、中
山
間
地
域
を
抱
え
る
当

市
に
と
っ
て
前
期
の
進
捗
状
況
や
取
り

組
み
の
成
果
、反
省
点
な
ど
を
踏
ま
え

て
、今
後
の
農
業
振
興
の
取
り
組
み（
後

期
版
）に
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
前
期
の
取
り
組
み
の
検
証
と

し
て
は
、農
業
就
農
者
の
高
齢
化

と
共
に
就
業
者
数
は
５
年
間
で
３
割

の
減
少
で
あ
る
。兼
業
農
家
の
離
農
な
ど
が

著
し
く
、農
業
収
入
の
低
迷
は
、高
収
益
作

物
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
と
認

識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
後
期
版
で
は
、認
定
農
業
者
へ
の

経
営
安
定
、後
継
・
継
承
者
確
保
、集
落
営

農
へ
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、基
盤
整
備
、新
規

就
農
者
へ
の
経
営
負
担
の
軽
減
対
策
な
ど

総
合
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
仁
摩
道
の
駅
整
備
で
は
、運
営
内
容
、出

店
方
法
や
直
売
に
係
る
集
荷
体
制
を
、駅
長

候
補
者
や
運
営
団
体
予
定
者
と
、ま
た
、加

工
や
商
品
開
発
な
ど
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
生
産
者
や
関
係
団
体
、邇
摩
高
校
・

農
林
大
学
校
な
ど
と
協
議
の
う
え
農
業
振

興
を
促
し
て
い
く
。

　
さ
ら

に
、
市

の
若
手

職
員
に

よ
る
雇

用
、 

Ｕ

Ｉ
タ
ー

ン
者
の

促
進
施

策
を
検

討
し
て

い
る
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

▲

老
朽
化
し
て
い
る
富
山
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▶
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

　
開
催
さ
れ
た
手
話
養
成
講
座

▶
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
の
様
子

▲公立保育園の中で2番目に古く、老朽化している静間保育園
　（昭和53年建築）



市政のここが聞きたい いっぱん質問
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保
育
園
の
建
て
替
え
、他
の
施
設
の

　
　
　
　
　有
効
利
用
の
検
討
結
果
を
問
う

条
件
が
整
っ
た
施
設
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
く

　
大
田
市
の「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」の
内
、保
育

所
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り

伺
う
。

　
建
築
基
準
法
の
改
正
前
に
整
備
さ
れ

た
４
つ
の
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
、耐
震

補
強
工
事
は
実
施
せ
ず
、民
営
化
に
よ
る

有
利
な
補
助
金
制
度
を
活
用
し
た
保
育

園
の
建
て
替
え
や
他
の
施
設
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
度
に
公
立
保
育
園

４
園
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
が
、全
て
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
こ
の
た
め
、耐
震
補
強
工
事
を
検
討
し
た

が
、強
度
を
増
す
た
め
に
は
大
き
な
窓
と

い
っ
た
開
口
部
を
塞
ぐ
な
ど
、建
物
の
利
便

性
を
失
う
こ
と
や
、基
礎
か
ら
の
補
強
が
必

要
と
な
る
大
規
模
な
工
事
と
な
る
こ
と
か

ら
、建
て
替
え
、あ
る
い
は
他
の
施
設
の
有

効
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
基
本
方
針
で
は
、施
設
の
建
て
替
え
を

す
る
場
合
に
は
、公
立
保
育
園
の
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
金
が
な
い
た
め
、民
営
化
に

よ
る
有
利
な
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、進
め

る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、保
護
者
、地
元
関
係
者
の
理
解
を

い
た
だ
き
、

指
定
管
理

者
制
度
の

導
入
と
民

営
化
を
図

り
、
条
件

が
整
っ
た

施
設
か
ら

整
備
を
進

め
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　支
援
策
の
充
実
を
求
め
る

引
き
続
き
手
話
の
普
及
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い

　
手
話
を
言
語
と
し
て
位
置

付
け
、普
及
を
促
す「
手
話
言

語
条
例
」が
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ

て
い
る
。ま
た
、聴
覚
障
が
い
者
の
た
め

に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
テ
レ
ビ
電
話

機
能
を
活
用
し
た
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
田
市
に
お
け
る
聴
覚
障
が
い
者
に

対
し
て
の
支
援
、ま
た
そ
の
周
知
方
法
、

手
話
奉
仕
員
の
養
成
、手
話
言
語
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
聴
覚
障
が
い
者
が
手
続
き
等

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、窓

口
に
通
訳
者
を
配
置
し
対
応
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、登
録
者
４
名
の
手
話
通
訳
者

を
要
請
に
よ
り
派
遣
し
て
い
る
。

　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、新
た
に
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方
に
は
、「
障

が
い
者
福
祉
の
し
お
り
べ
ん
り
帳
」を
配
布

し
説
明
し
て
い
る
。さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
窓
口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

　
手
話
奉
仕
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、手
話

で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識

や
技
術
な
ど
を
習
得
し
支
援
活
動
を
行
う

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、今
、

直
ち
に
条

例
を
制
定

す
る
と
い

う
こ
と
は

考
え
て
い

な
い
。
引

き
続
き
手

話
の
普
及

を
推
進
す

る
と
と
も

に
、
関
係

者
と
協
議

す
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

旧
富
山
小
学
校
校
舎
の
利
活
用
を

公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
、

　
　
　
　
　
　そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

　
富
山
町
連
合
自
治
会
及
び

旧
富
山
小
学
校
校
舎
利
活
用

対
策
委
員
会
か
ら
、現
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
空
き
校
舎
に
移
転
さ
せ
て
ほ

し
い
旨
の
要
望
が
繰
り
返
し
出
て
い
る
。

　
政
策
企
画
部
に
お
い
て
、地
元
住
民

と
現
場
確
認
や
懇
談
会
を
実
施
し
て
お

ら
れ
る
が
状
況
を
伺
う
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
地
元
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
、ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て
は
、消
防
法
な

ど
に
基
づ
く
排
煙
設
備
や
非
常
用
照
明
な

ど
の
多
額
の
改
修
費
用
が
必
要
で
あ
り
、そ

れ
に
見
合
う
財
源
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
、施
設
の
規
模
が
大
き
い
な
ど
の
課
題

も
あ
る
。　

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用

の
み
な
ら
ず
、事
業
者•

企
業
な
ど
に
よ
る

活
用
や
、複
合
的
な
活
用
も
視
野
に
入
れ
検

討
し
て
い
る
が
、結
論
を
見
出
す
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。引
き
続
き
、「
学
校
再
編
に

伴
う
空
き
校
舎
活
用
の
基
本
的
考
え
方
」に

基
づ
き
、
先
進
事
例
等
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
、

そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問

答
弁

大西　修 議員

改
正
さ
れ
た
大
田
市
農
業

                   

活
性
化
プ
ラ
ン
を
問
う

若
手
就
農
者
や
将
来
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　魅
力
的
な
施
策
を
検
討
中
で
あ
る

　
大
田
市
農
業
活
性
化
プ
ラ

ン
は
、儲
か
る
農
業
、担
い
手

確
保
、地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
施

策
を
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、本
年

３
月
改
定
版（
後
期
）が
作
成
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、中
山
間
地
域
を
抱
え
る
当

市
に
と
っ
て
前
期
の
進
捗
状
況
や
取
り

組
み
の
成
果
、反
省
点
な
ど
を
踏
ま
え

て
、今
後
の
農
業
振
興
の
取
り
組
み（
後

期
版
）に
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
前
期
の
取
り
組
み
の
検
証
と

し
て
は
、農
業
就
農
者
の
高
齢
化

と
共
に
就
業
者
数
は
５
年
間
で
３
割

の
減
少
で
あ
る
。兼
業
農
家
の
離
農
な
ど
が

著
し
く
、農
業
収
入
の
低
迷
は
、高
収
益
作

物
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
と
認

識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
後
期
版
で
は
、認
定
農
業
者
へ
の

経
営
安
定
、後
継
・
継
承
者
確
保
、集
落
営

農
へ
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、基
盤
整
備
、新
規

就
農
者
へ
の
経
営
負
担
の
軽
減
対
策
な
ど

総
合
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
仁
摩
道
の
駅
整
備
で
は
、運
営
内
容
、出

店
方
法
や
直
売
に
係
る
集
荷
体
制
を
、駅
長

候
補
者
や
運
営
団
体
予
定
者
と
、ま
た
、加

工
や
商
品
開
発
な
ど
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
生
産
者
や
関
係
団
体
、邇
摩
高
校
・

農
林
大
学
校
な
ど
と
協
議
の
う
え
農
業
振

興
を
促
し
て
い
く
。

　
さ
ら

に
、
市

の
若
手

職
員
に

よ
る
雇

用
、 

Ｕ

Ｉ
タ
ー

ン
者
の

促
進
施

策
を
検

討
し
て

い
る
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

▲

老
朽
化
し
て
い
る
富
山
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▶
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

　
開
催
さ
れ
た
手
話
養
成
講
座

▶
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
の
様
子

▲公立保育園の中で2番目に古く、老朽化している静間保育園
　（昭和53年建築）
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問

松村　信之 委員長

健
康
都
市
宣
言
を
す
べ
き
と
考
え
る

有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
く

　
昨
年
度
か
ら
、大
田
市
創
生

に
向
け
、新
た
な
政
策
課
題
と

し
て
、「
市
民
の
健
康
は
す
べ
て
の
施
策

に
勝
る
」と
の
思
い
か
ら
、「
健
康
と
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
保
養
地
づ
く
り
」を
一

体
的
に
進
め
る「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」の

方
針
と
な
る
推
進
方
針
を
策
定
、実
践
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、い
ま「
健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
」な
の
か
。重
視
し
て
い
る
な
ら
ば
、

地
域
課
題
を
表
現
す
る「
健
康
都
市
宣

言
」を
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、「
健

康
」は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。健
康
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
着

目
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」に「
健
康
づ
く
り
」の

視
点
を
加
え
、「
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
そ

の
環
境
づ
く
り
」そ
し
て「
健
康
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
て
保
養
地
づ
く
り
」を
一
体
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　「
健
康
都
市
」の
実
現
は
、「
健
康
保
養
都

市
」の
実
現
と
並
ん
で
、健
康
づ
く
り
に
と

っ
て
、重
要
な
目
標
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。そ
の
た
め
に
は
、今
後
も
継
続
的
に
、市

民
の
健
康
づ
く
り
と
そ
の
た
め
の
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　「
健
康
都
市
宣
言
」は
、健
康
ま
ち
づ
く
り

を
推
し
進

め
る
上
で

有
効
な
手

法
と
考
え

て
い
る
の

で
、
そ
の

取
り
組
み

の
進
捗
状

況
等
を
鑑

み
る
中
で
、

検
討
し
て

い
く
。

質
問

答
弁

月森　和弘 議員

効
率
的・効
果
的
な
行
政
の
運
営
を

地
域
か
ら
の
意
見
を「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
反
映

　
８
月
18
日
に
第
９
回
委
員
会
を
開
催
。

協
議
内
容
は「
第
３
次
大
田
市
行
財
政
改
革

推
進
大
綱
実
施
計
画
の
平
成
28
年
度
の
実

績
」と「
事
務
事
業
評
価
」の
２
点
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
６
月
に
骨
太
の
方
針
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
、
来
年
度
に
お
い
て
も
手

綱
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
経
済
財
政
一
体

改
革
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　

　
し
か
し
、
大
田
市
と
し
て
は
必
要
な
対

応
を
今
後
も
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
国
に

対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
副
市

長
か
ら
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

委
員
か
ら
で
た
主
な
意
見
と
そ
れ
に
対
す

る
執
行
部
の
回
答
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

○
第
３
次
大
田
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱

実
施
計
画
の
平
成
28
年
度
実
績

 

公
共
施
設
等
の
適
正
化

空
き
校
舎
の
利
活
用
策
は
い
ま
だ
に
な

い
か
。空き

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
の
意
見
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る

が
、
様
々
な
課
題
も
あ
り
引
き
続
き
検
討

す
る
。

 

再
編
・
統
合
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

指
定
管
理
、
新
し
い
保
育
園
の
建
設
を

計
画
す
る
な
ら
、
当
市
に
お
い
て
も
認
定
こ

ど
も
園
に
向
け
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
と
教
育
部
で
協
議
を
行

い
、
ま
た
幼
稚
園
の
職
員
と
の
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に

向
け
た
検
討
は
し
て
い
る
が
、
目
標
と
し
て

い
る
平
成
31
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

人
材
の
育
成

人
材
育
成
の
た
め
の
職
員
研
修
の
充
実

や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
職
員
配
置
、
女
性
の

職
員
数
お
よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
意
味
も
含

め
た
女
性
職
員
の
研
修
制
度
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

研
修
実
施
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。
女
性
職
員
政
策
提
言
チ
ー
ム
に
よ
る

政
策
の
検
討
、
提
言
を
行
う
な
ど
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 

　
　
　
　
　 中
間
報
告

地
域
活
性
化
調
査
検
討

　  特
別
委
員
長
　中
間
報
告

 

税
負
担
等
の
公
平
性
と
税
収
確
保

都
市
計
画
税
の
不
公
平
性
に
つ
い
て

は
、
当
面
の
間
、
検
討
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
行
政
の
継
続
性
も
あ
る
中
で
ど
の

よ
う
に
す
る
か
。

税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
都
市

計
画
税
も
含
め
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
収
納
率
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。市税

、
市
営
住
宅
等
の
収
納
率
に
つ
い

て
は
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

後
の
計
画
目
標
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
も
含

め
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

 

自
主
財
源
の
確
保

昨
年
度
急
増
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

途
方
法
は
。
返
礼
品
へ
の
割
合
を
ど
う
す
る

の
か
。現

在
、
４
つ
の
施
策（
定
住
促
進
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
、
銀
山
の
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
・
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）に
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
使
途
に
つ
い
て
は
、

今
後
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
返
礼
品
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
国
の
指

導
も
あ
り
９
月
か
ら
は
３
割
以
内
で
進
め

て
い
く
。

○
事
務
事
業
評
価

　
平
成
29
年
度
事
業
の
選
定
を
委
員
に
お

願
い
し
、
次
回
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

答問 問

答問答

9
月
1
日

・
大
田
市
新
不
燃
物
処
分
場
整
備

事
業
の
前
処
理
施
設
・
管
理
棟

建
設
工
事
に
係
る
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
額
に
伴
う
紛
争
事
件
の

和
解

そ
の
他

・
仁
摩
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
び
し

ゃ
も
ん
浴
場
に
お
け
る
レ
ジ
オ

ネ
ラ
属
菌
の
検
出

・
２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）

「
第
71
回
全
国
植
樹
祭
」

9
月
8
日

・
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
評
価
検
証

全
員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
・
調
整
を
お
こ
な
い
ま
す
〜

答問答

問答

　
７
月
27
日
に
第
５
回
委
員
会
を
開
催
。

　
協
議
内
容
は「
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

単
位
で
の
地
域
か
ら
の
意
見
聴
取
」に
つ
い

て
で
あ
る
。

○
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
の
地

域
か
ら
の
意
見
聴
取

　

 

案
内
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

　
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
宛
の
意
見

交
換
会
の
お
願
い
文
、
開
催
概
要
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
文
書
案
を
チ
ェ
ッ
ク
。
意

見
交
換
会
の
進
行
、
留
意
点
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
８
月
21
日
か
ら
25
日
に
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
各
委
員
が
出
席
し
、
開
催
趣
旨

の
説
明
を
し
た
。

塩谷　裕志 委員長

▲三瓶山中ヘルスツーリズム～健康ウォーキングの様子

▲平成32年開催「第71回全国植樹祭」（49年ぶりの開催となる）の会場候補地である三瓶山北の原

▶
平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た

　
大
田
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
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問

松村　信之 委員長

健
康
都
市
宣
言
を
す
べ
き
と
考
え
る

有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
く

　
昨
年
度
か
ら
、大
田
市
創
生

に
向
け
、新
た
な
政
策
課
題
と

し
て
、「
市
民
の
健
康
は
す
べ
て
の
施
策

に
勝
る
」と
の
思
い
か
ら
、「
健
康
と
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
保
養
地
づ
く
り
」を
一

体
的
に
進
め
る「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」の

方
針
と
な
る
推
進
方
針
を
策
定
、実
践
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、い
ま「
健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
」な
の
か
。重
視
し
て
い
る
な
ら
ば
、

地
域
課
題
を
表
現
す
る「
健
康
都
市
宣

言
」を
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、「
健

康
」は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。健
康
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
着

目
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」に「
健
康
づ
く
り
」の

視
点
を
加
え
、「
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
そ

の
環
境
づ
く
り
」そ
し
て「
健
康
と
観
光
を

組
み
合
わ
せ
て
保
養
地
づ
く
り
」を
一
体
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　「
健
康
都
市
」の
実
現
は
、「
健
康
保
養
都

市
」の
実
現
と
並
ん
で
、健
康
づ
く
り
に
と

っ
て
、重
要
な
目
標
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。そ
の
た
め
に
は
、今
後
も
継
続
的
に
、市

民
の
健
康
づ
く
り
と
そ
の
た
め
の
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　「
健
康
都
市
宣
言
」は
、健
康
ま
ち
づ
く
り

を
推
し
進

め
る
上
で

有
効
な
手

法
と
考
え

て
い
る
の

で
、
そ
の

取
り
組
み

の
進
捗
状

況
等
を
鑑

み
る
中
で
、

検
討
し
て

い
く
。

質
問

答
弁

月森　和弘 議員

効
率
的・効
果
的
な
行
政
の
運
営
を

地
域
か
ら
の
意
見
を「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」に
反
映

　
８
月
18
日
に
第
９
回
委
員
会
を
開
催
。

協
議
内
容
は「
第
３
次
大
田
市
行
財
政
改
革

推
進
大
綱
実
施
計
画
の
平
成
28
年
度
の
実

績
」と「
事
務
事
業
評
価
」の
２
点
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
６
月
に
骨
太
の
方
針
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
、
来
年
度
に
お
い
て
も
手

綱
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
経
済
財
政
一
体

改
革
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　

　
し
か
し
、
大
田
市
と
し
て
は
必
要
な
対

応
を
今
後
も
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
国
に

対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
副
市

長
か
ら
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、

委
員
か
ら
で
た
主
な
意
見
と
そ
れ
に
対
す

る
執
行
部
の
回
答
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

○
第
３
次
大
田
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱

実
施
計
画
の
平
成
28
年
度
実
績

 

公
共
施
設
等
の
適
正
化

空
き
校
舎
の
利
活
用
策
は
い
ま
だ
に
な

い
か
。空き

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
の
意
見
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る

が
、
様
々
な
課
題
も
あ
り
引
き
続
き
検
討

す
る
。

 

再
編
・
統
合
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

指
定
管
理
、
新
し
い
保
育
園
の
建
設
を

計
画
す
る
な
ら
、
当
市
に
お
い
て
も
認
定
こ

ど
も
園
に
向
け
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
と
教
育
部
で
協
議
を
行

い
、
ま
た
幼
稚
園
の
職
員
と
の
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に

向
け
た
検
討
は
し
て
い
る
が
、
目
標
と
し
て

い
る
平
成
31
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と

は
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

人
材
の
育
成

人
材
育
成
の
た
め
の
職
員
研
修
の
充
実

や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
職
員
配
置
、
女
性
の

職
員
数
お
よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
意
味
も
含

め
た
女
性
職
員
の
研
修
制
度
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

研
修
実
施
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。
女
性
職
員
政
策
提
言
チ
ー
ム
に
よ
る

政
策
の
検
討
、
提
言
を
行
う
な
ど
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 
　
　
　
　
　 中
間
報
告

地
域
活
性
化
調
査
検
討

　  特
別
委
員
長
　中
間
報
告

 

税
負
担
等
の
公
平
性
と
税
収
確
保

都
市
計
画
税
の
不
公
平
性
に
つ
い
て

は
、
当
面
の
間
、
検
討
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
行
政
の
継
続
性
も
あ
る
中
で
ど
の

よ
う
に
す
る
か
。

税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
都
市

計
画
税
も
含
め
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
収
納
率
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。市税

、
市
営
住
宅
等
の
収
納
率
に
つ
い

て
は
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

後
の
計
画
目
標
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
も
含

め
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

 

自
主
財
源
の
確
保

昨
年
度
急
増
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

途
方
法
は
。
返
礼
品
へ
の
割
合
を
ど
う
す
る

の
か
。現

在
、
４
つ
の
施
策（
定
住
促
進
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
、
銀
山
の
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
・
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）に
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
使
途
に
つ
い
て
は
、

今
後
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
返
礼
品
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
国
の
指

導
も
あ
り
９
月
か
ら
は
３
割
以
内
で
進
め

て
い
く
。

○
事
務
事
業
評
価

　
平
成
29
年
度
事
業
の
選
定
を
委
員
に
お

願
い
し
、
次
回
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

答問 問

答問答

9
月
1
日

・
大
田
市
新
不
燃
物
処
分
場
整
備

事
業
の
前
処
理
施
設
・
管
理
棟

建
設
工
事
に
係
る
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
額
に
伴
う
紛
争
事
件
の

和
解

そ
の
他

・
仁
摩
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
び
し

ゃ
も
ん
浴
場
に
お
け
る
レ
ジ
オ

ネ
ラ
属
菌
の
検
出

・
２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）

「
第
71
回
全
国
植
樹
祭
」

9
月
8
日

・
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
評
価
検
証

全
員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
・
調
整
を
お
こ
な
い
ま
す
〜

答問答

問答

　
７
月
27
日
に
第
５
回
委
員
会
を
開
催
。

　
協
議
内
容
は「
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

単
位
で
の
地
域
か
ら
の
意
見
聴
取
」に
つ
い

て
で
あ
る
。

○
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
の
地

域
か
ら
の
意
見
聴
取

　

 

案
内
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

　
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
宛
の
意
見

交
換
会
の
お
願
い
文
、
開
催
概
要
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
文
書
案
を
チ
ェ
ッ
ク
。
意

見
交
換
会
の
進
行
、
留
意
点
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
８
月
21
日
か
ら
25
日
に
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
各
委
員
が
出
席
し
、
開
催
趣
旨

の
説
明
を
し
た
。

塩谷　裕志 委員長

▲三瓶山中ヘルスツーリズム～健康ウォーキングの様子

▲平成32年開催「第71回全国植樹祭」（49年ぶりの開催となる）の会場候補地である三瓶山北の原

▶
平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た

　
大
田
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略



2017.10.19 （14）おおだ市議会だより2017.10.19（15）おおだ市議会だより

▶「
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
」へ
名
称
変
更
さ
れ
る
予
定
の

　
温
泉
津
支
所（
上
）、仁
摩
支
所（
下
）

▲長久まちづくりセンターの様子

　平成２9年５月20日（土）に市内７会場で開催した議会報告会で寄せられた要望・意見につ
いて、市執行部から回答がありましたので、議会からの回答と合わせてご報告いたします。
　全ての要望・意見については、大田市議会ホームページでご覧いただけます。

議会報告会で寄せられた
要望・意見に対する回答です
議会報告会で寄せられた
要望・意見に対する回答です

○
議
会
報
告
会
の
よ
う
な
意
見
交
換
の

場
を
今
後
は
増
や
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
議
会
報
告
会
は
大
田
市
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、年
に
１
回
開
催
し
て
お
り

回
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

  

◆
消
防
・救
急

○
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
道
路
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

議
会
に
対
す
る
要
望・意
見

執
行
部
に
対
す
る
要
望・意
見

タ
ー
機
能
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
集
落
支
援
員
を

配
置
す
る
と
聞
い
た
が
、集
落
支
援
員
は

ど
の
よ
う
な
人
を
充
て
る
予
定
な
の
か
。

地
域
の
各
種
団
体
が
機
能
し
な
く
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
は
、住
民
と
の

意
見
交
換
会
で
は
、地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
配
置
す
る
こ
と
で
説
明
し
て
い
ま
し
た

が
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
充
実
に
向
け
、よ
り

地
域
に
近
い
場
所
に
配
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、検
討
の

結
果
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
に
配

置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
域
内
の
課
題
を
把
握
し
、地

域
住
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進

め
る
推
進
役
を
担
っ
て
も
ら
う
考
え
で

あ
り
、地
元
か
ら
の
人
選
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

《
回
答
》

　
緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
市
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、現
況
を
確
認
し
緊
急
性
、公

共
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

◆
支
所
の
あ
り
方

○
温
泉
津
・
仁
摩
両
支
所
の
組
織
見
直
し

は
、今
年
度
、地
域
と
行
政
が
協
議
・
話
し

合
い
を
進
め
な
が
ら
、来
年
度
を
目
途
に

方
向
性
を
選
択
し
て
い
く
と
い
う
意
味

合
い
で
あ
っ
た
は
ず
。住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
動
か
な
い
と
思
う
の
に
、

縮
小
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。温
泉
津
・

仁
摩
の
住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
た
の
か
。

《
回
答
》

　
支
所
に
つ
い
て
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
伴
う
支
所
機
能
の
変
化
や
地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
更
な
る

充
実
、そ
し
て
、効
率
的
な
組
織
運
営
の

推
進
な
ど
か
ら
、そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
意

見
や
今
後
の
行
財
政
運
営
を
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、窓
口
業
務
を
継
続
し

た
う
え
で
、ま
ち
づ
く
り
活
動
が
よ
り

推
進
で
き
る
体
制
と
な
る
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、平
成
30
年
４
月
の

設
置
に
向
け
、そ
の
準
備
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、地
元
の
方
か
ら
、住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
へ
の
不
安
や
地
域
振
興
セ
ン

 
意
見
交
換
会
の
概
要

　
開
催
日
に
つ
い
て
、
10
月
の
第
２
、
３
週

の
、
午
前
、
午
後
の
い
ず
れ
か
に
開
催
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
４
地
区
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
長
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会

長
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

伴
う
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
現
状
の

取
り
組
み
と
問
題
点
、
市
と
し
て
の
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
意
見
交
換
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
議
会
報
告
会
は
あ
る
が
、
委

員
会
と
し
て
の
取
り
組
み
は
初
め
て
で
あ

り
、
委
員
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
方
に
も

戸
惑
い
が
あ
る
こ
と
は
、
準
備
を
進
め
る

中
で
感
じ
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
海
辺
か
ら
中
山
間
地
と
広
い

大
田
市
民
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
お
ら
れ

る
地
域
の
諸
課
題
な
ど
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
委
員
会
と
し
て
調
査
検
討
を
進
め
、

提
案
、
意
見
具
申
し
、
市
が
進
め
て
い
る

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」の

政
策
形
成
に
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　   

特
別
委
員
長
　中
間
報
告

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ

た
後
、
２
回
の
委
員
会
を
開
催
。
病
院
事

業
管
理
者
を
は
じ
め
関
係
職
員
の
出
席
の

も
と
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

 

第
13
回（
５
月
30
日
）

○
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

　
病
院
事
業
管
理
者
か
ら
、
少
し
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
が
、
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る

と
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

市
民
の
一
番
関
心
が
高
い
事
項
で
あ
る

建
設
時
期
に
つ
い
て
、
看
板
等
で
市
民
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
駐

車
場
の
外
側
を
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い

る
塀
に
横
断
幕
を
貼
り
付
け
、
市
民
の
み

な
さ
ん
へ
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

森山　明弘 
副委員長

新
病
院
建
設
の
早
期
着
工
に
向
け

　
　
　
　
　
　慎
重
に
論
議

　
７
月
の
広
報
お
お
だ
、
病
院
の
広
報
紙

「
銀
の
風
」に
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

○
大
田
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン

平
成
31
年
度
１
８
０
０
万
円
の
黒
字
と

い
う
説
明
を
受
け
た
が
、
そ
の
時
点
の
医

師
数
が
27
名
と
な
っ
て
い
る
。
整
形
外
科
医

を
含
ん
で
の
数
値
計
算
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
新
病
院
開
院
時
に
整
形
外
科
医
の
確

保
は
で
き
る
の
か
。

整
形
外
科
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

整
形
外
科
は
、
病
院
に
対
す
る
貢
献
度
が

大
き
い
。
病
院
の
経
営
上
、
病
院
の
機
能

と
し
て
も
医
師
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

第
14
回（
８
月
29
日
）

○
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

　
病
院
事
業
者
か
ら
新
病
院
建
設
の
工
期

が
、
当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
新
病
院
建
設
は
、
大
田
市
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
早
期
着
工
に
向
け
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

事
業
者
選
定
に
当
た
り
、Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式

（※

１
）に
つ
い
て
は
、
不
調
・
不
落
の
防
止
、

事
業
費
の
低
減
の
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
と
思
う
が
、
結
果
的
に
は
、

入
札
価
格
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル（※

２
）の
採
点
方
式
で
は
問
題
な
い

が
、
12
億
円
も
差
の
あ
る
業
者
を
採
用
す

る
の
に
疑
問
を
感
じ
る
が
い
か
が
か
。

概
算
事
業
費
は
、
税
抜
で
85
億
８
０
０

０
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
約
目
標
金
額

と
し
た
。
決
定
事
業
者
と
の
設
計
協
議
に

お
い
て
、
様
々
な
技
術
提
案
及
び
経
済
的

提
案
を
取
り
入
れ
、
発
注
者
の
求
め
る
機

能
及
び
品
質
を
備
え
た
実
施
設
計
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

12
億
円
下
げ
て
建
設
す
る
と
い
う
の

は
、
逆
に
心
配
に
な
る
が
、
品
質
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

施
工
者
、
発
注
者
、
設
計
者
、
三
者
一

体
と
な
っ
て
、
数
々
の
議
論
を
重
ね
、
こ
の

品
質
な
ら
問
題
な
い
と
し
て
採
用
し
た
。

耐
震
性
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
を

地
上
か
ら
屋
上
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
３
月
ま
で
の
Ｖ
Ｅ
提
案（※

３
）の
中
に

は
な
か
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
耐
震
性
は
あ
る
の
か
。

新
病
院
の
耐
震
性
は
、
重
要
度
係
数
Ⅰ

類
の
建
築
物
で
、
通
常
の
建
築
物
の
１
・
５

倍
の
耐
力
を
持
っ
て
い
る
。
震
度
６
強
の
地

震
を
受
け
て
も
補
修
す
る
こ
と
な
く
施
設

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

答 問

答

答

問問

答 問答 問（※

１
）E
C
I
方
式
：
設
計
段
階
か
ら
設
計
者

と
協
働
し
て
、
施
工
業
者
の
優
れ
た
技
術
と
経

験
を
取
り
入
れ
る
方
式
。

（※

２
）プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
：
複
数
の
者
に
目

的
物
に
対
す
る
企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選
定
す

る
こ
と
。

（※

３
）V
E
提
案
：
費
用
を
上
げ
ず
に
機
能
を

向
上
す
る
提
案
。

http://www.city.ohda.lg.jp/　　
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▶「
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
」へ
名
称
変
更
さ
れ
る
予
定
の

　
温
泉
津
支
所（
上
）、仁
摩
支
所（
下
）

▲長久まちづくりセンターの様子

　平成２9年５月20日（土）に市内７会場で開催した議会報告会で寄せられた要望・意見につ
いて、市執行部から回答がありましたので、議会からの回答と合わせてご報告いたします。
　全ての要望・意見については、大田市議会ホームページでご覧いただけます。

議会報告会で寄せられた
要望・意見に対する回答です
議会報告会で寄せられた
要望・意見に対する回答です

○
議
会
報
告
会
の
よ
う
な
意
見
交
換
の

場
を
今
後
は
増
や
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
議
会
報
告
会
は
大
田
市
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、年
に
１
回
開
催
し
て
お
り

回
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
状
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

  

◆
消
防
・救
急

○
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
道
路
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

議
会
に
対
す
る
要
望・意
見

執
行
部
に
対
す
る
要
望・意
見

タ
ー
機
能
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
集
落
支
援
員
を

配
置
す
る
と
聞
い
た
が
、集
落
支
援
員
は

ど
の
よ
う
な
人
を
充
て
る
予
定
な
の
か
。

地
域
の
各
種
団
体
が
機
能
し
な
く
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
は
、住
民
と
の

意
見
交
換
会
で
は
、地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
配
置
す
る
こ
と
で
説
明
し
て
い
ま
し
た

が
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
充
実
に
向
け
、よ
り

地
域
に
近
い
場
所
に
配
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、検
討
の

結
果
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
に
配

置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
域
内
の
課
題
を
把
握
し
、地

域
住
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進

め
る
推
進
役
を
担
っ
て
も
ら
う
考
え
で

あ
り
、地
元
か
ら
の
人
選
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

《
回
答
》

　
緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
市
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、現
況
を
確
認
し
緊
急
性
、公

共
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

◆
支
所
の
あ
り
方

○
温
泉
津
・
仁
摩
両
支
所
の
組
織
見
直
し

は
、今
年
度
、地
域
と
行
政
が
協
議
・
話
し

合
い
を
進
め
な
が
ら
、来
年
度
を
目
途
に

方
向
性
を
選
択
し
て
い
く
と
い
う
意
味

合
い
で
あ
っ
た
は
ず
。住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
動
か
な
い
と
思
う
の
に
、

縮
小
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。温
泉
津
・

仁
摩
の
住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
た
の
か
。

《
回
答
》

　
支
所
に
つ
い
て
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
伴
う
支
所
機
能
の
変
化
や
地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
更
な
る

充
実
、そ
し
て
、効
率
的
な
組
織
運
営
の

推
進
な
ど
か
ら
、そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
意

見
や
今
後
の
行
財
政
運
営
を
総
合
的
に

検
討
し
た
結
果
、窓
口
業
務
を
継
続
し

た
う
え
で
、ま
ち
づ
く
り
活
動
が
よ
り

推
進
で
き
る
体
制
と
な
る
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、平
成
30
年
４
月
の

設
置
に
向
け
、そ
の
準
備
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、地
元
の
方
か
ら
、住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
へ
の
不
安
や
地
域
振
興
セ
ン

 

意
見
交
換
会
の
概
要

　
開
催
日
に
つ
い
て
、
10
月
の
第
２
、
３
週

の
、
午
前
、
午
後
の
い
ず
れ
か
に
開
催
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
４
地
区
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
長
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会

長
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

伴
う
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
現
状
の

取
り
組
み
と
問
題
点
、
市
と
し
て
の
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
意
見
交
換
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
議
会
報
告
会
は
あ
る
が
、
委

員
会
と
し
て
の
取
り
組
み
は
初
め
て
で
あ

り
、
委
員
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
方
に
も

戸
惑
い
が
あ
る
こ
と
は
、
準
備
を
進
め
る

中
で
感
じ
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、
海
辺
か
ら
中
山
間
地
と
広
い

大
田
市
民
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
お
ら
れ

る
地
域
の
諸
課
題
な
ど
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
委
員
会
と
し
て
調
査
検
討
を
進
め
、

提
案
、
意
見
具
申
し
、
市
が
進
め
て
い
る

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」の

政
策
形
成
に
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　   

特
別
委
員
長
　中
間
報
告

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ

た
後
、
２
回
の
委
員
会
を
開
催
。
病
院
事

業
管
理
者
を
は
じ
め
関
係
職
員
の
出
席
の

も
と
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

 

第
13
回（
５
月
30
日
）

○
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

　
病
院
事
業
管
理
者
か
ら
、
少
し
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
が
、
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る

と
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

市
民
の
一
番
関
心
が
高
い
事
項
で
あ
る

建
設
時
期
に
つ
い
て
、
看
板
等
で
市
民
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
駐

車
場
の
外
側
を
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い

る
塀
に
横
断
幕
を
貼
り
付
け
、
市
民
の
み

な
さ
ん
へ
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

森山　明弘 
副委員長

新
病
院
建
設
の
早
期
着
工
に
向
け

　
　
　
　
　
　慎
重
に
論
議

　
７
月
の
広
報
お
お
だ
、
病
院
の
広
報
紙

「
銀
の
風
」に
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

○
大
田
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン

平
成
31
年
度
１
８
０
０
万
円
の
黒
字
と

い
う
説
明
を
受
け
た
が
、
そ
の
時
点
の
医

師
数
が
27
名
と
な
っ
て
い
る
。
整
形
外
科
医

を
含
ん
で
の
数
値
計
算
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
新
病
院
開
院
時
に
整
形
外
科
医
の
確

保
は
で
き
る
の
か
。

整
形
外
科
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

整
形
外
科
は
、
病
院
に
対
す
る
貢
献
度
が

大
き
い
。
病
院
の
経
営
上
、
病
院
の
機
能

と
し
て
も
医
師
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

第
14
回（
８
月
29
日
）

○
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況

　
病
院
事
業
者
か
ら
新
病
院
建
設
の
工
期

が
、
当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
新
病
院
建
設
は
、
大
田
市
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
早
期
着
工
に
向
け
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

事
業
者
選
定
に
当
た
り
、Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式

（※

１
）に
つ
い
て
は
、
不
調
・
不
落
の
防
止
、

事
業
費
の
低
減
の
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
と
思
う
が
、
結
果
的
に
は
、

入
札
価
格
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル（※

２
）の
採
点
方
式
で
は
問
題
な
い

が
、
12
億
円
も
差
の
あ
る
業
者
を
採
用
す

る
の
に
疑
問
を
感
じ
る
が
い
か
が
か
。

概
算
事
業
費
は
、
税
抜
で
85
億
８
０
０

０
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
約
目
標
金
額

と
し
た
。
決
定
事
業
者
と
の
設
計
協
議
に

お
い
て
、
様
々
な
技
術
提
案
及
び
経
済
的

提
案
を
取
り
入
れ
、
発
注
者
の
求
め
る
機

能
及
び
品
質
を
備
え
た
実
施
設
計
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

12
億
円
下
げ
て
建
設
す
る
と
い
う
の

は
、
逆
に
心
配
に
な
る
が
、
品
質
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

施
工
者
、
発
注
者
、
設
計
者
、
三
者
一

体
と
な
っ
て
、
数
々
の
議
論
を
重
ね
、
こ
の

品
質
な
ら
問
題
な
い
と
し
て
採
用
し
た
。

耐
震
性
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
を

地
上
か
ら
屋
上
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
３
月
ま
で
の
Ｖ
Ｅ
提
案（※

３
）の
中
に

は
な
か
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
耐
震
性
は
あ
る
の
か
。

新
病
院
の
耐
震
性
は
、
重
要
度
係
数
Ⅰ

類
の
建
築
物
で
、
通
常
の
建
築
物
の
１
・
５

倍
の
耐
力
を
持
っ
て
い
る
。
震
度
６
強
の
地

震
を
受
け
て
も
補
修
す
る
こ
と
な
く
施
設

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

答 問

答

答

問問

答 問答 問（※

１
）E
C
I
方
式
：
設
計
段
階
か
ら
設
計
者

と
協
働
し
て
、
施
工
業
者
の
優
れ
た
技
術
と
経

験
を
取
り
入
れ
る
方
式
。

（※

２
）プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
：
複
数
の
者
に
目

的
物
に
対
す
る
企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選
定
す

る
こ
と
。

（※

３
）V
E
提
案
：
費
用
を
上
げ
ず
に
機
能
を

向
上
す
る
提
案
。

http://www.city.ohda.lg.jp/　　
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◆
神
楽
の
活
用

○
高
校
を
卒
業
し
て
地
元
に
就
職
し
た

36
名
の
内
、
14
名
は
神
楽
を
続
け
た
い

と
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
見

神
楽
を
大
田
市
で
も
っ
と
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

《
回
答
》

　
石
見
神
楽
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の

方
に
対
し
集
客
力
の
あ
る
、
大
田
市
の
重

要
な
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
現

在
、(

一
社
）大
田
市
観
光
協
会
へ
の
業
務

委
託
に
よ
り
、
石
見
銀
山
神
楽
定
期
公

演
事
業
、
石
見
神
楽
出
張
神
楽
上
演
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
温
泉
津
夜
神
楽
公
演
へ
の
補
助

事
業
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー

ル
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
石
見
神
楽
の
価
値
向
上
、
魅
力

発
信
に
努
め
、
観
光
客
誘
客
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
三
瓶
山
の
活
用

○
三
瓶
山
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
、
直

接
お
客
を
呼
び
込
む
こ
と
を
し
て
ほ
し

い
。
三
瓶
登
山
や
温
泉
を
活
用
し
、
観

光
客
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
策
を
考

え
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
三
瓶
山
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
飯
南
町
、
美
郷
町
と
連
携
し
、「
三

瓶
山
広
域
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議
会
」と

し
て
、
主
に
山
陽
、
関
西
方
面
を
中
心

に
三
瓶
山
周
辺
地
域（
三
瓶
エ
リ
ア
）の
P

R
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、

誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
登
山

や
温
泉
な
ど
好
ま
れ
や
す
い
要
素
を
盛

り
込
ん
だ
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
供

し
、
三
瓶
エ
リ
ア
の
集
客
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆
世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

○
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
今
後
の
15
周
年
20
周
年
に
向

け
て
大
森
地
区
に
も
予
算
を
つ
け
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
元
の
声
を
し
っ
か

り
聴
い
て
、
予
算
化
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
石
見
銀
山
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
で
は
観
光

活
性
化
事
業
助
成
金
事
業
を
30
事
業
採

択
し
、こ
の
内
大
森
地
区
で
展
開
さ
れ
た

▲空き校舎となっている富山小学校

◆
地
域
交
通

○
安
来
市
は
地
域
に
車
を
一
台
貸
し
て
い

る
。軽
ワ
ゴ
ン
車
の
配
車
が
可
能
で
あ
れ

ば
、病
院
や
買
い
物
支
援
に
利
用
で
き
る
。

《
回
答
》

　
安
来
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
会

輸
送
は
、地
域
に
お
け
る
有
効
な
移
動
手

段
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
、今
年
度
か
ら「
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」に
お
い
て
、地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
組
織
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。地
域

が
そ
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、生
活
交
通

の
確
保
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、安
来
市

の
例
も
参
考
と
し
な
が
ら
、積
極
的
に
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
道
の
駅

○「
仁
摩
道
の
駅
」を
整
備
し
て
、「
ロ
ー

ド
銀
山
」と
の
両
立
は
で
き
る
の
か
。ロ

ー
ド
銀
山
は
利
用
者
が
減
少
し
て
立
ち

行
か
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
、新
た
な
道

の
駅
は
、観
光
客
入
り
込
み
数
が
毎
年
減

少
し
て
い
る
中
で
利
用
者
が
伸
び
な
い

の
で
は
な
い
か
。

《
回
答
》

　
ロ
ー
ド
銀
山
に
つ
い
て
は
山
陰
道
開
通

の
影
響
等
に
よ
り
利
用
者
の
減
少
が
推

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。新
観
光
振
興
計

画
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
の
観
光
誘
客

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、ロ
ー
ド
銀
山

に
は
引
き
続
き
三
瓶
山
や
久
手
海
岸
な

ど
へ
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
る
と
と
も
に
、地
元
の
憩
い
の

場
、ま
た
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
も
活

用
し
な
が
ら
、仁
摩
道
の
駅
や
近
隣
の
道

の
駅
と
連
携
し
た
幅
広
い
活
動
と
き
め

細
か
な
お
も
て
な
し
に
よ
り
、利
用
者
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
仁
摩
道
の
駅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
整
備

計
画
で
は
近
隣
道
の
駅
の
実
績
等
を
参

考
に
年
間
来
訪
者
数
を
約
40
万
人
と
試

算
し
て
お
り
、現
在
も
精
査
検
討
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
づ
く
り
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
農
作
物
の
出
荷
等
、経
営
的
に
大
丈
夫

か
。

《
回
答
》

　
農
林
水
産
物
等
の
産
直
に
つ
き
ま
し

て
は
、地
元
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、生

産
者
の
掘
り
起
こ
し
や
新
規
作
物
の
栽

培
な
ど
、安
定
供
給
に
向
け
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
地
域
食
材
を
活
か
し
た
美
味

し
い
食
の
提
供
や
特
産
品
の
開
発
な
ど

様
々
な
魅
力
づ
く
り
を
計
画
し
て
お
り
、

駅
長
候
補
や
運
営
団
体
予
定
者
と
検
討

を
重
ね
、健
全
経
営
で
、魅
力
あ
ふ
れ
る

道
の
駅
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
空
き
校
舎
の
活
用

○
旧
富
山
小
学
校
を
利
活
用
し
て
ほ
し

い
。こ
れ
ま
で
市
に
は
何
度
も
要
望
し
て
き

た
。旧
井
田
小
学
校
は
利
活
用
さ
れ
て
い

る
。空
き
校
舎
利
活
用
は
先
進
事
例
が
県

内
に
も
あ
る
の
で
、参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
富
山
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
地
元
と
協
議
を
行
っ

て
お
り
、平
成
25
年
７
月
に
は
旧
富
山
小

学
校
施
設
利
活
用
対
策
委
員
会
を
発
足

し
、地
域
と
市
の
協
働
に
よ
り
検
討
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、地
元
か
ら
の
要
望
や

「
学
校
再
編
に
伴
う
空
き
校
舎
活
用
の
基

本
的
考
え
方
」を
踏
ま
え
、先
進
事
例
を

参
考
に
、公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、そ
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
雇
用
の
場
の
確
保

○
新
大
田
市
が
発
足
し
て
か
ら
12
年
で

５
９
６
５
人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

長
久
町
と
静
間
町
、五
十
猛
町
の
人
口

に
匹
敵
す
る
。歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

は
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
取
り
込
み
は
重
要

で
あ
る
が
、若
者
の
働
く
場
所
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
施
策
を

求
め
る
。

《
回
答
》

　
働
く
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
大
田
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

お
い
て
も
、重
要
目
標
の
一
つ
に
位
置
付

け
、５
年
間
で
５
０
０
人
の
雇
用
創
出
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
目
標
の
実
現
に
向
け
、市
で
は
商
工
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、事
業
者
の
事

業
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、大
田
地

域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
を
通
じ
、雇
用

増
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
１･

49
倍（
平
成
29
年
６
月
末
現
在
）と
高
水

準
で
す
が
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
求

人
の
多
い
業
種
へ
の
就
職
や
、
求
職
希
望

の
多
い
職
種
の
雇
用
創
出
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
庁
内
に
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
も
含
め
、
求
人
と
求
職
の
対
策

を
検
討
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
業
は
１０
事
業
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
以
外

に
も
、
大
森
地
区
へ
の
観
光
誘
客
を
図
る

た
め
の
情
報
発
信
は
日
々
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
周
年
事
業
に
お
い
て
も
、
地
域

の
組
織
等
が
観
光
誘
客
を
目
的
に
行
う

事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
都
市
計
画
税

○
都
市
計
画
税
の
目
的
、
使
わ
れ
方
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

《
回
答
》

　
都
市
計
画
税
は
地
方
税
法
の
定
め
に

よ
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行
う

都
市
計
画
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
法

に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　○
高
禅
寺
自
治
会
内
の
側
溝
の
整
備
状

況
が
悪
く
、
図
面
を
作
り
整
備
を
要
請

し
た
が
予
算
が
な
い
と
断
ら
れ
て
い
る
。

水
が
溜
ま
り
ボ
ウ
フ
ラ
が
湧
く
の
で
、

自
治
会
で
は
、
年
５
回
も
溝
掃
除
し
て

い
る
。
都
市
計
画
税
を
こ
の
よ
う
な
側

溝
整
備
に
充
て
て
も
ら
い
た
い
。

《
回
答
》

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る

都
市
下
水
路
整
備
や
下
水
道
整
備
に
は

都
市
計
画
税
を
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
一
般
的
な
側
溝
整
備
に
は
充
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
担
当
課
に
お
い
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲大田三中吹奏楽部と大田ウインドオーケストラによるコラボ演奏

▶
迫
力
あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と

　
大
蛇
を
舞
う
温
泉
津
舞
子
連
中

▲邇摩高校生による「一日限定ぎんざんカフェ」
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◆
神
楽
の
活
用

○
高
校
を
卒
業
し
て
地
元
に
就
職
し
た

36
名
の
内
、
14
名
は
神
楽
を
続
け
た
い

と
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
見

神
楽
を
大
田
市
で
も
っ
と
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

《
回
答
》

　
石
見
神
楽
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の

方
に
対
し
集
客
力
の
あ
る
、
大
田
市
の
重

要
な
観
光
資
源
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
現

在
、(

一
社
）大
田
市
観
光
協
会
へ
の
業
務

委
託
に
よ
り
、
石
見
銀
山
神
楽
定
期
公

演
事
業
、
石
見
神
楽
出
張
神
楽
上
演
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
温
泉
津
夜
神
楽
公
演
へ
の
補
助

事
業
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー

ル
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
石
見
神
楽
の
価
値
向
上
、
魅
力

発
信
に
努
め
、
観
光
客
誘
客
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
三
瓶
山
の
活
用

○
三
瓶
山
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
、
直

接
お
客
を
呼
び
込
む
こ
と
を
し
て
ほ
し

い
。
三
瓶
登
山
や
温
泉
を
活
用
し
、
観

光
客
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
策
を
考

え
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
三
瓶
山
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
飯
南
町
、
美
郷
町
と
連
携
し
、「
三

瓶
山
広
域
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議
会
」と

し
て
、
主
に
山
陽
、
関
西
方
面
を
中
心

に
三
瓶
山
周
辺
地
域（
三
瓶
エ
リ
ア
）の
P

R
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、

誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
登
山

や
温
泉
な
ど
好
ま
れ
や
す
い
要
素
を
盛

り
込
ん
だ
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
供

し
、
三
瓶
エ
リ
ア
の
集
客
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆
世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

○
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
今
後
の
15
周
年
20
周
年
に
向

け
て
大
森
地
区
に
も
予
算
を
つ
け
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
元
の
声
を
し
っ
か

り
聴
い
て
、
予
算
化
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
石
見
銀
山
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
で
は
観
光

活
性
化
事
業
助
成
金
事
業
を
30
事
業
採

択
し
、こ
の
内
大
森
地
区
で
展
開
さ
れ
た

▲空き校舎となっている富山小学校

◆
地
域
交
通

○
安
来
市
は
地
域
に
車
を
一
台
貸
し
て
い

る
。軽
ワ
ゴ
ン
車
の
配
車
が
可
能
で
あ
れ

ば
、病
院
や
買
い
物
支
援
に
利
用
で
き
る
。

《
回
答
》

　
安
来
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
会

輸
送
は
、地
域
に
お
け
る
有
効
な
移
動
手

段
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
、今
年
度
か
ら「
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」に
お
い
て
、地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
組
織
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。地
域

が
そ
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、生
活
交
通

の
確
保
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、安
来
市

の
例
も
参
考
と
し
な
が
ら
、積
極
的
に
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
道
の
駅

○「
仁
摩
道
の
駅
」を
整
備
し
て
、「
ロ
ー

ド
銀
山
」と
の
両
立
は
で
き
る
の
か
。ロ

ー
ド
銀
山
は
利
用
者
が
減
少
し
て
立
ち

行
か
な
く
な
る
心
配
が
あ
り
、新
た
な
道

の
駅
は
、観
光
客
入
り
込
み
数
が
毎
年
減

少
し
て
い
る
中
で
利
用
者
が
伸
び
な
い

の
で
は
な
い
か
。

《
回
答
》

　
ロ
ー
ド
銀
山
に
つ
い
て
は
山
陰
道
開
通

の
影
響
等
に
よ
り
利
用
者
の
減
少
が
推

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。新
観
光
振
興
計

画
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
の
観
光
誘
客

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、ロ
ー
ド
銀
山

に
は
引
き
続
き
三
瓶
山
や
久
手
海
岸
な

ど
へ
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
る
と
と
も
に
、地
元
の
憩
い
の

場
、ま
た
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
も
活

用
し
な
が
ら
、仁
摩
道
の
駅
や
近
隣
の
道

の
駅
と
連
携
し
た
幅
広
い
活
動
と
き
め

細
か
な
お
も
て
な
し
に
よ
り
、利
用
者
拡

大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
仁
摩
道
の
駅
に
つ
き
ま
し
て
も
、
整
備

計
画
で
は
近
隣
道
の
駅
の
実
績
等
を
参

考
に
年
間
来
訪
者
数
を
約
40
万
人
と
試

算
し
て
お
り
、現
在
も
精
査
検
討
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
づ
く
り
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
農
作
物
の
出
荷
等
、経
営
的
に
大
丈
夫

か
。

《
回
答
》

　
農
林
水
産
物
等
の
産
直
に
つ
き
ま
し

て
は
、地
元
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、生

産
者
の
掘
り
起
こ
し
や
新
規
作
物
の
栽

培
な
ど
、安
定
供
給
に
向
け
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
地
域
食
材
を
活
か
し
た
美
味

し
い
食
の
提
供
や
特
産
品
の
開
発
な
ど

様
々
な
魅
力
づ
く
り
を
計
画
し
て
お
り
、

駅
長
候
補
や
運
営
団
体
予
定
者
と
検
討

を
重
ね
、健
全
経
営
で
、魅
力
あ
ふ
れ
る

道
の
駅
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
空
き
校
舎
の
活
用

○
旧
富
山
小
学
校
を
利
活
用
し
て
ほ
し

い
。こ
れ
ま
で
市
に
は
何
度
も
要
望
し
て
き

た
。旧
井
田
小
学
校
は
利
活
用
さ
れ
て
い

る
。空
き
校
舎
利
活
用
は
先
進
事
例
が
県

内
に
も
あ
る
の
で
、参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
富
山
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
地
元
と
協
議
を
行
っ

て
お
り
、平
成
25
年
７
月
に
は
旧
富
山
小

学
校
施
設
利
活
用
対
策
委
員
会
を
発
足

し
、地
域
と
市
の
協
働
に
よ
り
検
討
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、地
元
か
ら
の
要
望
や

「
学
校
再
編
に
伴
う
空
き
校
舎
活
用
の
基

本
的
考
え
方
」を
踏
ま
え
、先
進
事
例
を

参
考
に
、公
共
施
設
適
正
化
計
画
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、そ
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
雇
用
の
場
の
確
保

○
新
大
田
市
が
発
足
し
て
か
ら
12
年
で

５
９
６
５
人
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

長
久
町
と
静
間
町
、五
十
猛
町
の
人
口

に
匹
敵
す
る
。歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

は
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
取
り
込
み
は
重
要

で
あ
る
が
、若
者
の
働
く
場
所
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
施
策
を

求
め
る
。

《
回
答
》

　
働
く
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
大
田
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

お
い
て
も
、重
要
目
標
の
一
つ
に
位
置
付

け
、５
年
間
で
５
０
０
人
の
雇
用
創
出
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
目
標
の
実
現
に
向
け
、市
で
は
商
工
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、事
業
者
の
事

業
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、大
田
地

域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
を
通
じ
、雇
用

増
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
田
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
１･

49
倍（
平
成
29
年
６
月
末
現
在
）と
高
水

準
で
す
が
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
求

人
の
多
い
業
種
へ
の
就
職
や
、
求
職
希
望

の
多
い
職
種
の
雇
用
創
出
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
庁
内
に
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
も
含
め
、
求
人
と
求
職
の
対
策

を
検
討
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
業
は
１０
事
業
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
以
外

に
も
、
大
森
地
区
へ
の
観
光
誘
客
を
図
る

た
め
の
情
報
発
信
は
日
々
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
周
年
事
業
に
お
い
て
も
、
地
域

の
組
織
等
が
観
光
誘
客
を
目
的
に
行
う

事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
都
市
計
画
税

○
都
市
計
画
税
の
目
的
、
使
わ
れ
方
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

《
回
答
》

　
都
市
計
画
税
は
地
方
税
法
の
定
め
に

よ
り
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行
う

都
市
計
画
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
法

に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　○
高
禅
寺
自
治
会
内
の
側
溝
の
整
備
状

況
が
悪
く
、
図
面
を
作
り
整
備
を
要
請

し
た
が
予
算
が
な
い
と
断
ら
れ
て
い
る
。

水
が
溜
ま
り
ボ
ウ
フ
ラ
が
湧
く
の
で
、

自
治
会
で
は
、
年
５
回
も
溝
掃
除
し
て

い
る
。
都
市
計
画
税
を
こ
の
よ
う
な
側

溝
整
備
に
充
て
て
も
ら
い
た
い
。

《
回
答
》

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る

都
市
下
水
路
整
備
や
下
水
道
整
備
に
は

都
市
計
画
税
を
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
一
般
的
な
側
溝
整
備
に
は
充
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
担
当
課
に
お
い
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲大田三中吹奏楽部と大田ウインドオーケストラによるコラボ演奏

▶
迫
力
あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と

　
大
蛇
を
舞
う
温
泉
津
舞
子
連
中

▲邇摩高校生による「一日限定ぎんざんカフェ」
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▼ニュースポーツ（スカットボール）

　議
員
研
修
会
に
参
加

 

　今
後
の
地
方
創
生
の
あ
る
べ
き
姿
、

　
　
　
　
　
　
　方
向
性
を
見
い
だ
す

　
７
月
20
日
、あ
す
て
ら
す
に
お
い
て
、島

根
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、県
内
の
市

議
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、共
通
の
課
題
に

対
し
て
認
識
を
深
め
る
た
め
、毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、『
日
本
の
課
題
と
地
方
創
生
』と

題
し
、コ
マ
ツ
相
談
役
の
坂
根
正
弘
氏（
浜

田
市
出
身
）に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き
、「
地
方
創
生
」に
つ
い
て

一
層
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

広
報
研
修
会
に
参
加

　手
に
取
ら
れ
、読
ま
れ
る

　
　
　
　
　広
報
誌
を
目
指
し
て

　
８
月
21
日
、市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
、タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね（
松
江
市
）で

開
催
さ
れ
、広
報
広
聴
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　「
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
誌
を
作
る

に
は
」と
題
し
、「
月
刊
総
務
」編
集
長
兼

事
務
部
長
の
豊
田
健
一
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
興
味
を
示
す
内
容
、市
民
の

皆
さ
ん
の
関
心
に
応
え
る
企
画
を
取
捨
選

択
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
に

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
保
険（
新
し
い
総
合
事
業
）

○
通
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
利
用

者
が
多
く
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

手
狭
に
な
っ
て
い
る
。一
般
町
民
の
利
用

に
支
障
が
で
る
な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
増
改
築
等
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
大
田
市
高
齢
者
通
い
の
場
づ
く
り
事
業

の
実
施
会
場
は
地
区
の
実
情
に
応
じ
て
、

運
営
主
体
の
地
区
協
議
会
が
自
主
的
に

実
施
会
場
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
地
区
に

お
い
て
は
、
他
の
利
用
者
と
重
な
ら
な
い

よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
ず
ら
し

た
り
、
複
数
の
部
屋
を
活
用
す
る
な
ど
の

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
や
耐
震
化
へ
の
対
応
な
ど
に
伴
う

補
強
・
改
修
等
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
公

共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
な
が
ら
、

施
設
の
改
修
等
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
新
大
田
市
立
病
院

○
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
、
医
療
費

削
減
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
上
、
縮
小
し
な
い
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
建
設
の
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

《
回
答
》

　
新
病
院
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
３
月
に
病
床
数
を
２
８
４
床
と

す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
国
の
医
療
動
向
等
、
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
し
た
こ
と

か
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
病

院
運
営
を
目
指
し
、
平
成
27
年
８
月
に
病

床
数
を
２
２
９
床
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
新
病
院
建
設
に
向
け
実
施

設
計
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
１

月
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
、
平
成
32
年
春
の
開
院
、
平
成
33
年
２

月
頃
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
介
護
病
棟
を
廃
止
し
た
。
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
充
実
し
て
ほ
し
い
。
　

《
回
答
》

　
介
護
療
養
型
病
棟
の
廃
止
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
医
療
動
向
な
ど
の
急
激
な
変

化
を
踏
ま
え
、
当
院
の
担
う
べ
き
役
割
は

急
性
期
医
療
と
回
復
期
医
療
と
し
、
慢

性
期
医
療
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
、
平

成
２７
年
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
島
根
県
が

策
定
し
た
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
も
、

大
田
圏
域
に
お
け
る
当
院
の
役
割
は
同
様

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
圏
域
に
必
要

な
慢
性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

議
論
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
と
し
て
は
、
他
の
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
と
連
携
・
調
整
を
図
る
中
で
、

こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
教
育

○
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、
広
げ
て

も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
の
こ
と
な
の
で
、

早
く
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
回
答
》

　
現
地
確
認
の
結
果
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡

幅
が
必
要
な
個
所
に
高
圧
電
線
の
鉄
塔

が
あ
り
、
ま
た
、
用
地
取
得
な
ど
関
係

機
関
等
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

　
今
後
、
事
業
実
施
の
是
非
に
つ
い
て
、

次
期
総
合
計
画
策
定
の
な
か
で
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
湯
里
西
垣
内
地
区
は
小
学
生
が
２
名

で
あ
る
が
、
３
年
後
に
は
６
名
に
な
る

予
定
。
市
道
の
幅
員
が
狭
く
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
回
答
》

　
児
童
生
徒
の
通
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
遠
距
離
通
学
に
関
す
る
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
補
助
基
準
は
小
学
校
の

場
合
片
道
４
㎞
以
上
、
中
学
校
の
場
合

片
道
５
㎞
以
上
で
、
そ
れ
を
超
え
て
通

学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
も
、
こ

の
基
準
を
勘
案
し
な
が
ら
保
護
者
、
地

域
住
民
の
協
議
の
上
、
乗
降
場
所
を
決

定
し
、
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
湯
里
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

協
議
を
経
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
行
っ

て
お
り
、
西
垣
内
地
区
は
、
乗
降
場
所

で
あ
る
湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か

ら
片
道
概
ね
２
・
５
㎞
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
道
路
事
情
や
こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
り
、

西
垣
内
地
区
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
は
困
難
な
た
め
、
現
状
で
の
運
行
に

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
児
童
の
通
学
の
安
全
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
に
お
い
て
引
き

続
き
保
護
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

８月６日、毎年恒例の天領踊りに参加しました。
女性陣が浴衣姿で華を添え、ダース・ベイダーが議会チームを引っ張りました。
手には名前入り手づくりうちわを持って！

天領おどり

▲拡幅が求められている大田西中グラウンド
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▼ニュースポーツ（スカットボール）

　議
員
研
修
会
に
参
加

 
　今
後
の
地
方
創
生
の
あ
る
べ
き
姿
、

　
　
　
　
　
　
　方
向
性
を
見
い
だ
す

　
７
月
20
日
、あ
す
て
ら
す
に
お
い
て
、島

根
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、県
内
の
市

議
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、共
通
の
課
題
に

対
し
て
認
識
を
深
め
る
た
め
、毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、『
日
本
の
課
題
と
地
方
創
生
』と

題
し
、コ
マ
ツ
相
談
役
の
坂
根
正
弘
氏（
浜

田
市
出
身
）に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き
、「
地
方
創
生
」に
つ
い
て

一
層
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

広
報
研
修
会
に
参
加

　手
に
取
ら
れ
、読
ま
れ
る

　
　
　
　
　広
報
誌
を
目
指
し
て

　
８
月
21
日
、市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
、タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね（
松
江
市
）で

開
催
さ
れ
、広
報
広
聴
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　「
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
誌
を
作
る

に
は
」と
題
し
、「
月
刊
総
務
」編
集
長
兼

事
務
部
長
の
豊
田
健
一
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
興
味
を
示
す
内
容
、市
民
の

皆
さ
ん
の
関
心
に
応
え
る
企
画
を
取
捨
選

択
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
に

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
保
険（
新
し
い
総
合
事
業
）

○
通
い
の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
利
用

者
が
多
く
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

手
狭
に
な
っ
て
い
る
。一
般
町
民
の
利
用

に
支
障
が
で
る
な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
増
改
築
等
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》

　
大
田
市
高
齢
者
通
い
の
場
づ
く
り
事
業

の
実
施
会
場
は
地
区
の
実
情
に
応
じ
て
、

運
営
主
体
の
地
区
協
議
会
が
自
主
的
に

実
施
会
場
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
地
区
に

お
い
て
は
、
他
の
利
用
者
と
重
な
ら
な
い

よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
ず
ら
し

た
り
、
複
数
の
部
屋
を
活
用
す
る
な
ど
の

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
や
耐
震
化
へ
の
対
応
な
ど
に
伴
う

補
強
・
改
修
等
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
公

共
施
設
適
正
化
計
画
と
連
携
し
な
が
ら
、

施
設
の
改
修
等
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
新
大
田
市
立
病
院

○
市
立
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
、
医
療
費

削
減
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
上
、
縮
小
し
な
い
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
建
設
の
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

《
回
答
》

　
新
病
院
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
３
月
に
病
床
数
を
２
８
４
床
と

す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
国
の
医
療
動
向
等
、
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
し
た
こ
と

か
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
病

院
運
営
を
目
指
し
、
平
成
27
年
８
月
に
病

床
数
を
２
２
９
床
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
新
病
院
建
設
に
向
け
実
施

設
計
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
１

月
よ
り
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

り
、
平
成
32
年
春
の
開
院
、
平
成
33
年
２

月
頃
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
介
護
病
棟
を
廃
止
し
た
。
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
充
実
し
て
ほ
し
い
。
　

《
回
答
》

　
介
護
療
養
型
病
棟
の
廃
止
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
医
療
動
向
な
ど
の
急
激
な
変

化
を
踏
ま
え
、
当
院
の
担
う
べ
き
役
割
は

急
性
期
医
療
と
回
復
期
医
療
と
し
、
慢

性
期
医
療
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
、
平

成
２７
年
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
島
根
県
が

策
定
し
た
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
も
、

大
田
圏
域
に
お
け
る
当
院
の
役
割
は
同
様

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
圏
域
に
必
要

な
慢
性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

議
論
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
と
し
て
は
、
他
の
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
と
連
携
・
調
整
を
図
る
中
で
、

こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
教
育

○
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、
広
げ
て

も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
の
こ
と
な
の
で
、

早
く
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
回
答
》

　
現
地
確
認
の
結
果
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡

幅
が
必
要
な
個
所
に
高
圧
電
線
の
鉄
塔

が
あ
り
、
ま
た
、
用
地
取
得
な
ど
関
係

機
関
等
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

　
今
後
、
事
業
実
施
の
是
非
に
つ
い
て
、

次
期
総
合
計
画
策
定
の
な
か
で
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

○
湯
里
西
垣
内
地
区
は
小
学
生
が
２
名

で
あ
る
が
、
３
年
後
に
は
６
名
に
な
る

予
定
。
市
道
の
幅
員
が
狭
く
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
回
答
》

　
児
童
生
徒
の
通
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
遠
距
離
通
学
に
関
す
る
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
補
助
基
準
は
小
学
校
の

場
合
片
道
４
㎞
以
上
、
中
学
校
の
場
合

片
道
５
㎞
以
上
で
、
そ
れ
を
超
え
て
通

学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
も
、
こ

の
基
準
を
勘
案
し
な
が
ら
保
護
者
、
地

域
住
民
の
協
議
の
上
、
乗
降
場
所
を
決

定
し
、
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
湯
里
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

協
議
を
経
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
行
っ

て
お
り
、
西
垣
内
地
区
は
、
乗
降
場
所

で
あ
る
湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か

ら
片
道
概
ね
２
・
５
㎞
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
道
路
事
情
や
こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
り
、

西
垣
内
地
区
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
は
困
難
な
た
め
、
現
状
で
の
運
行
に

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
児
童
の
通
学
の
安
全
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
に
お
い
て
引
き

続
き
保
護
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

８月６日、毎年恒例の天領踊りに参加しました。
女性陣が浴衣姿で華を添え、ダース・ベイダーが議会チームを引っ張りました。
手には名前入り手づくりうちわを持って！

天領おどり

▲拡幅が求められている大田西中グラウンド
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えっ!! そんな一面が!!   第2弾！

　
少
子
高
齢
化
が
進
む

大
田
市
に
あ
っ
て
、
第
３

子
以
上
の
世
帯
割
合
は
、

平
成
28
年
度
は
21
・
５
％

と
な
り
、平
成
26
年
度
に

比
べ
、
１
・
５
％
の
増
と

な
っ
た
と
検
証
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
、第
３

子
以
降
の
保
育
料
軽
減

の
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、

子
育
て
世
帯
に
お
け
る

経
済
的
負
担
の
さ
ら
な

る
軽
減
に
よ
る
効
果
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
に
小
さ
な
子
ど

も
の
声
が
響
く
状
況
は
、

活
性
化
の
象
徴
的
な
光

景
で
あ
り
、微
笑
ま
し
く

思
え
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
や
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
の
維
持
に
、

精
力
的
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
森
山
　
明
弘
）

民生委員の皆さんの意外な一面
民生委員の皆さんの意外な一面

委
員
長 

木
村
　
幸
司

副
委
員
長 

塩
谷
　
裕
志

委
　
員 

月
森
　
和
弘

委
　
員 

大
西
　
　
修

委
　
員 

松
村
　
信
之

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

森
山
　
明
弘

委
　
員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

森
山
　
幸
太

広
報
広
聴
委
員
会

議会傍聴のご案内
次の定例会は12月です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。
◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらか 
　じめ議会事務局へご連絡ください。

福田　佳代子 議員

運動とは縁のない日々を送っているように思
われているかもしれませんが、週１で「だい
じょうぶ体操」をしています。おしゃべりしな
がらの体操は、ストレス発散と体力増進にと
ても良いです。皆さんもご一緒にいかがで
す？

林　茂樹 議員

妻が指導者をしているダンスクラブに所属し、
6年になります。メンバーの年齢は60歳以上
で、72歳の私が最年長です。意外にもキレの
あるダンスを踊っています。（笑）ただ･･･ダン
スクラブの名前は、「目ざわりダンサーズ」で
す。是非一度踊っている姿をご覧下さい。

月森　和弘 議員

こう見えて、健康志向なんです。お酒も好き
ですが、食事に気をつけ、毎日のウオーキング
は欠かせません。 ウオーキング ストックを使
い、本格的に歩いています。前日のお酒は、汗
として全部出しています。

石田　洋治 議員

7年前から、久手小学校で読み聞かせのボラン
ティアをしています。
子どもとの接点がないように思われているか
も知れませんが、実は頻繁にあります。子ども
も大好きです。

清水　勝 議員

高校時代から体型が変わっていない私です
が、 実は！間食が大好きです。
議会事務局へ用事で訪れる時も、必ずお菓子
を食べて帰ります。一年中、食欲の秋です。
食べたエネルギーは、議員活動ですぐに消費
しています。（笑）

森山　幸太 議員

５人の子どもがいることをご存知のみなさん
は多いと思いますが、何と！！全員女の子なんで
す。ご想像がつくように、とにかく賑やかです。

（笑）聞き役に徹する日々を過ごしています。

２回目は、民生委員会です。皆さんの知られざる！？
（ご存知の方もおられるかもしれませんが）議員の一面をご紹介します。

少しでも身近に感じていただけたら嬉しいです。（^▽^）

視察受け入れ視察受け入れ
視察日 議会名 人数 視　察　項　目

岐阜県中津市・恵那市
北海道登別市

三重県志摩市

山口県山口市
京都府宮津市

石見銀山の世界遺産登録への取り組み
定住促進事業

「住みたい田舎日本一！」に輝いた大田市の
移住・定住推進の取り組み
世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」
世界遺産｢石見銀山」への取り組みと観光客誘致

3名
4名

5名

5名
1名

1月 26日
4月 18日

5月 9日

7月 13日
8月 9日

編
集
後
記

編
集
後
記


